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主な内容

● 特集 ありがとう さよなら ぼくらの学校  2 ～ 5ページ
● 特集 施政方針に見る平成22年度予算の概要  6 ～ 11ページ
● 市役所の組織が一部変わりました  12 ～ 13ページ
● くらしの情報  16 ページ～

　・国保被保険者証の更新　・固定資産縦覧帳簿を縦覧します　・福祉タクシー利用券の申請受付
　・三隅保健センターの事務所が移転　・長門市教育特別表彰　・地籍調査にご協力をお願いします
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今、旅立ちのとき！／伊上小学校



ありがとう
さようなら
僕らの学校

大畑小学校・伊上小学校・向津具中学校 閉校特集

　３月、大畑小学校が深川小学校へ、伊上小学校が油谷小学校へ、

向津具中学校が菱海中学校へ統合され、それぞれの長い歴史に幕を

閉じました。

　子どもたちは、仲間と過ごした楽しい思い出と、新たな出会いへの

期待を胸に、新しい学び舎での生活をスタートさせます。

　慣れ親しんだ学校に別れを告げる直前の彼らを訪ね、学校生活で

の一番の思い出や、これからの目標、夢を聞きました。

（※３月末の学年で掲載しています）

▲花尾山登山

【
校
長
】　
布
野 

良
明

【
児
童
数
】　
12
人

【
沿
革
】（
閉
校
記
念
誌
か
ら
抜
粋
）

明
治
５
年　

 

大
津
郡
第
５
小
学
校
区
渋
木
小

学
を
瀬
戸
に
、
真
木
小
学
を
寺

河
内
に
設
置

明
治
17
年　

 

渋
木
・
真
木
両
校
を
合
併
し
、

大
畑
小
学
校
を
設
置

　
　
20
年　
大
畑
尋
常
小
学
校
と
改
称

　
　
25
年　

 

大
垰
簡
易
小
学
校
を
合
併
し
、

大
垰
分
教
場
を
開
設

　
　
34
年　

 

旧
制
２
か
年
の
高
等
科
を
併
置

し
、
大
畑
小
学
校
と
改
称

大
正
７
年　
校
舎
１
棟
を
増
築

昭
和
８
年　
講
堂
建
築
落
成

　
　
16
年　
大
畑
国
民
小
学
校
と
改
称

▲七夕かざり

▲ふれあい運動会 ▲校歌録音会

大畑小学校

一 番 の 思 い 出 ！

昭
和
22
年　
大
畑
小
学
校
と
改
称

　
　
30
年　

 

大
垰
分
校
増
設
、
給
食
室
改
造
、

電
話
開
設

　
　
33
年　

 

完
全
給
食
実
施
、
学
校
林
設
置
、

植
林
実
施

　
　
39
年　

 

開
校
80
周
年
式
典
、
校
歌
・
校

旗
制
定

　
　
48
年　
プ
ー
ル
完
成

　
　
55
年　

 

屋
内
運
動
場
完
成
、
大
垰
分
校

廃
校

　
　
56
年　
花
尾
山
頂
に
詩
碑
建
立

　
　
57
年　
表
現
発
表
会
開
始

　
　
59
年　
開
校
100
周
年
記
念
式
典

平
成
５
年　
児
・
小
・
中
合
同
文
化
祭
開
始

　
　
９
年　
給
食
室
改
築

　
　
16
年　
開
校
120
周
年
記
念
事
業
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伊上小学校

▲ふれあい運動会

▲小学校西部音楽会

▲油谷夏まつり

向津具中学校

▲グループホームひまわり訪問

▲小・中合同運動会

こ れ か ら の
目 標 ・ 夢 ！

一 番 の 思 い 出 ！

【
校
長
】　
吉
冨　
肇

【
児
童
数
】　
26
人

【
沿
革
】（
閉
校
記
念
誌
か
ら
抜
粋
）

昭
和
22
年　

 

開
校（
向
津
具
小
学
校
講
堂
、

旧
青
年
学
校
校
舎
）

　
　
24
年　
川
尻
分
校
開
校

　
　

 

〃　

  

校
舎
西
半
分
落
成
式（
１
年
３

学
級
移
転
）

　
　
25
年　
校
舎
東
半
分
落
成
式

　
　
26
年　
川
尻
分
校
校
舎
落
成
式

　
　
27
年　
校
舎
本
館
落
成
式

　
　
28
年　
川
尻
分
校
３
年
開
校

　
　
29
年　
運
動
場
変
更

　
　

 

〃　

  

町
村
合
併
に
よ
り
油
谷
町
立
向

津
具
中
学
校
に
改
称

　
　
30
年　
川
尻
分
校
特
別
教
室
落
成

昭
和
31
年　
土
俵
場
完
成

　
　
32
年　
創
立
10
周
年
記
念
式

　
　
43
年　

 

川
尻
分
校
、
田
久
道
部
落　
油

谷
中
学
校
へ
統
合

　
　
48
年　
屋
内
運
動
場
竣
工

　
　
50
年　
い
こ
い
の
庭
完
成

　
　
53
年　

 

創
立
30
周
年
記
念
ビ
デ
オ
・
テ

レ
ビ
設
置

　
　

 

〃　

 

ク
ラ
ブ
部
室
完
成

　
　
63
年　
校
訓
制
定

　
　

 

〃　

 

新
校
舎
竣
工
式

平
成
10
年　

 

創
立
50
周
年
記
念
植
樹

　
　
11
年　

 

第
１
回
向
津
具
小
・
中
合
同
運

動
会

　
　
17
年　

 

市
町
合
併
に
よ
り
長
門
市
立
向

津
具
中
学
校
に
改
称

【
校
長
】　
槇
田　
健

【
児
童
数
】　
９
人

【
沿
革
】（
閉
校
記
念
誌
か
ら
抜
粋
）

明
治
12
年　

 

伊
上
小
学
校
創
立

　
　
15
年　

 

簡
易
・
尋
常
・
高
等
の
3
科
を

設
置
、
９
月
に
初
等
、
中
等
に

改
め
る

　
　
17
年　
河
原
小
学
校
の
分
校
と
な
る

　
　
19
年　
啓
迪
小
学
校
の
分
校
と
な
る

　
　
22
年　
創
立
10
周
年
記
念
式
挙
行

　
　
25
年　
伊
上
尋
常
小
学
校
と
改
称

　
　
32
年　
創
立
20
周
年
記
念
式
挙
行

　
　
41
年　
新
校
舎
落
成

大
正
２
年　
６
年
制
第
１
回
卒
業
式

　
　

 

〃　

 

農
業
補
修
学
校
併
設

昭
和
元
年　
農
業
補
修
学
校
廃
止

昭
和
３
年　
創
立
50
周
年
記
念
式
挙
行

　
　
16
年　
伊
上
国
民
学
校
と
改
称

　
　
22
年　

 

伊
上
小
学
校
と
改
称

　
　
29
年　

 

町
村
合
併
に
よ
り
油
谷
町
立
伊

上
小
学
校
と
改
称

　
　

 

〃　

 

第
2
校
舎
落
成
式

　
　
33
年　
創
立
80
周
年
記
念
式
挙
行

　
　
41
年　

 

油
谷
町
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

給
食
開
始

　
　

 

〃　

 

講
堂
落
成
式
、
校
歌
校
章
制
定

　
　
52
年　
屋
内
運
動
場
新
築
竣
工

　
　
53
年　
創
立
100
周
年
記
念
式
挙
行

平
成
10
年　
創
立
120
周
年
記
念
式
挙
行

　
　
15
年　
創
立
125
周
年
記
念
式
挙
行

　
　
17
年　

 

市
町
合
併
に
よ
り
長
門
市
立
伊

上
小
学
校
と
改
称
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本
市
に
お
い
て
は
、
基
幹
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
が
低
迷
し
て
い
る

上
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
り
、

市
政
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は
ま
す
ま
す
増

大
す
る
と
と
も
に
、
困
難
の
度
合
い
を
強

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
の
平
成
22
年
度

予
算
は
、
私
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
本
格

的
な
予
算
編
成
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
で
公
約
を
実
現
す
る
た
め
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
使
う

こ
と
を
念
頭
に
、「
活
力
あ
る
長
門
市
再

生
予
算
」
と
な
る
よ
う
知
恵
を
絞
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

地
域
再
生
の
課
題

　

本
市
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

た
と
き
に
、
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
が
、
最
も
急
が
れ
る
地
域
の
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
昨
年
8
月
に

「
な
が
と
地
域
再
生
戦
略
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
民
間
委
員
の
皆
様
に
、
行
政
の
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
意
見
を
求
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
同
会
議
か
ら
、

「
第
1
次
産
業
と
観
光
の
振
興
に
よ
る
長

門
地
域
活
性
化
戦
略
」
と
し
て
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
三
つ
の
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
、
そ
の
具
体
的
な
重
点
事
業
に
つ
い

て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
農
業
の
担
い
手
不
足
や
持

続
可
能
な
農
業
経
営
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
儲
け
る
仕
組
み
づ
く
り
」

と
し
て
、
農
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
重
点
事
業
は
、

「
農
産
物
直
売
所
の
整
備
」
と
、「
農
商
工

連
携
の
促
進
」
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
価
の

低
迷
に
よ
る
操
業
意
欲
の
低
下
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
儲
か
る
漁
業

の
振
興
」
を
目
指
す
水
産
業
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
重

点
事
業
は
、「
加
工
場
・
冷
凍
保
管
庫
の

整
備
」
と
、「
魚
食
の
普
及
活
動
」
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
観
光
形
態
や
観
光
に
対
す

る
価
値
観
の
変
化
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
流
人
口
の

拡
大
」
を
目
指
す
観
光
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
重
点
事

業
は
、「
観
光
事
業
の
再
構
築
」
と
、「
観

光
推
進
の
体
制
づ
く
り
」
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年

度
か
ら
必
要
な
予
算
化
を
行
い
、
関
係
団

体
と
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処
す
る
た
め
に

も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
体
制
を
明
確

に
し
た
上
で
、
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
人
が
や
す
ら
ぐ
安
全
な
ま
ち

■
循
環
型
社
会
の
形
成

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の

地
域
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

を
活
用
し
、
市
の
施
設
に
太
陽
光
発
電
な

ど
の
省
エ
ネ
設
備
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

「
千
年
の
森
選
定
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

長
門
・
日
置
・
油
谷
地
区
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
「
千
年
の
森
」
の
指
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
萩

市
と
の
共
同
事
業
と
し
て
新
た
な
焼
却
施

設
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
本
年
４
月
１
日
に
一
部
事
務
組
合
の

設
立
を
行
い
、
平
成
27
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
豊
浦
大
津
環
境
浄
化
組
合
で
処
理
し

て
い
る
、
日
置
地
区
及
び
油
谷
地
区
の
し

尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
次
期

の
処
理
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
具
体
的

な
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
一
体
的
な
景
観
の
形
成

　

景
観
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
市
民
が
協

働
す
る
取
り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

そ
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

海
岸
清
掃
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
確
実
に
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
海
岸
線
へ
多
量
の
ご
み

が
漂
着
す
る
こ
と
か
ら
、
下
関
市
と
の
実

態
調
査
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
の
対
応
が

困
難
な
海
岸
の
漂
着
ご
み
は
、
県
の
基
金

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
住
民
と
協

働
し
て
調
査
や
回
収
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
多
く
の
市
民
に
参
加
を
い
た
だ
い
て

い
る
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
in
な
が
と
」

は
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
住
環
境
の
整
備

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
湯
本
新
配

水
施
設
整
備
事
業
」
に
着
手
し
て
お
り
、

平
成
23
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
工

事
を
継
続
し
ま
す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、「
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
未
普
及
区
域
の
解
消
や
老
朽
施
設
の

改
築
更
新
を
推
進
し
ま
す
。

■
防
災
・
防
犯
体
制
の
強
化

　

昨
年
７
月
21
日
の
豪
雨
は
、
自
然
災
害

防
止
対
策
の
強
化
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
対
策
と
し
て
、
災
害
危
険
箇
所
の
周
知

徹
底
を
図
る
た
め
「
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
全
世
帯
に
配
布
す
る
ほ
か
、
組

織
強
化
と
し
て
、
総
務
課
地
域
安
全
係
を

総
務
課
地
域
安
全
推
進
室
と
し
ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
急
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
宅

用
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
、設
置
期
限（
平

成
23
年
５
月
31
日
）
に
向
け
て
普
及
促
進

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

■
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

本
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
県
の
旅
券

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
「
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
給
」
が
、
市
役
所
本
庁
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

■
総
合
交
通
対
策
の
推
進

　
「
長
門
俵
山
道
路
」
が
昨
年
事
業
化
さ

れ
、
国
直
轄
事
業
と
し
て
、
調
査
設
計
業

務
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
要
望
活
動
を

継
続
し
、
こ
れ
の
早
期
完
成
と
「
山
陰
自

動
車
道 

長
門
・
下
関
間
」
全
線
の
早
期
事

業
着
手
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
が
栄
え
る
ま
ち

■
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
な
が

と
地
域
再
生
戦
略
会
議
」
の
提
言
に
沿
っ

て
、
生
産
者
が
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
と
ら

え
、
さ
ら
な
る
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
農
産
物
直
売
所
の
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

畜
産
業
に
お
い
て
は
、県
内
有
数
の「
長

門
大
津
和
牛
」
を
維
持
継
続
す
る
た
め
、

市
有
繁
殖
雌
牛
貸
付
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
下
関
市

と
と
も
に
有
害
獣
活
用
肉
処
理
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
引
き
続
き
両
市
で
検
討
し
て

施
政
方
針
に
見
る
平
成
22
年
度
予
算
の
概
要

2
月
24
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
南
野
市
長
が
平
成
22
年
度
施
政

方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
22
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲協働のまちづくりの推進（大浦クリーンアップ大作戦）

▲災害に強いまちづくりを（昨年７月 21日の豪雨）

▲施政方針を述べる南野市長
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生
活
創
造
事
業
は
、
油
谷
地
区
の
一
部
で

モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
支
援

ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
具
体
的
な
支
援
の
体

制
づ
く
り
が
で
き
た
の
で
、今
年
度
か
ら
、

本
格
的
な
支
援
体
制
の
充
実
と
宅
配
弁
当

の
あ
っ
せ
ん
、
買
い
物
支
援
等
の
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

個
性
豊
か
に
人
が
輝
く
ま
ち

■
学
校
教
育
・
就
学
前
教
育

　

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
の
協
力
体

制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
５

歳
児
を
対
象
に
し
た
発
達
相
談
会
「
５
歳

児
す
こ
や
か
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
小
中
学
校

９
年
間
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
「
小
中

一
貫
教
育
」
の
実
現
・
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
み
す
ゞ
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

等
の
文
化
事
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の

「
心
の
教
育
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

　
「
長
門
市
学
校
施
設
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
、
学
校
施
設
の
計
画
的
な
整
備
・
耐

震
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
年
度

は
、
深
川
小
学
校
改
築
工
事
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
油
谷
小
学
校
改
築
事
業
の
基

本
構
想
策
定
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

い
き
ま
す
。

　

水
産
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
長
門

市
水
産
業
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
漁
協

や
水
産
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
激
化
す
る
産
地
間
競
争

に
名
乗
り
を
上
げ
、
低
迷
す
る
水
産
業
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

仙
崎
新
市
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
県
漁

協
が
水
産
庁
に
対
し
て
事
業
申
請
を
行

い
、「
水
産
物
流
通
機
能
高
度
化
対
策
事

業
」
の
認
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
県
漁
協
で
は
、
平
成
22
年
度
に
実
施

設
計
を
行
い
、
平
成
23
年
度
に
は
新
市
場

が
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
崎
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
魚

介
類
を
、
求
め
や
す
い
価
格
で
提
供
す
る

「
朝
市
」
を
仙
崎
魚
市
場
で
継
続
的
に
実

施
し
、
地
元
産
魚
介
類
の
情
報
発
信
の
場

に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
な
が
と
地
域
再

生
戦
略
会
議
の
提
言
に
基
づ
き
、
魚
価
の

向
上
に
結
び
つ
く
加
工
処
理
施
設
の
検
討

を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る

販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

仙
崎
新
市
場
の
建
設
を
機
に
、
地
元
産

魚
介
類
の
認
知
度
を
高
め
、
付
加
価
値
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
「
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド

推
進
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業
の
展
開
を
、

観
光
業
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
藻
場
保
全
対
策
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
が
と

大
津
商
工
会
や
長
門
商
工
会
議
所
に
対

し
、
商
業
振
興
の
た
め
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
木
造
住
宅
建
設
に
関
す
る
補
助
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
体
験
・
滞
在
・
反
復
型
の
観
光
地
づ
く
り

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
「
観

光
課
」
を
設
け
、所
管
の
部
の
名
称
も
「
経

済
観
光
部
」
と
し
、
新
た
な
顧
客
ニ
ー
ズ

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
観
光
推
進
の
体

制
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
観
光
行
政
を
新
た
な
観

光
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
も
の
と
す
る

た
め
、「
観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
観
光
協
会
な
ど
の
地
元
関
係
団

体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
、
観
光
物
産
フ
ェ
ア
は
、
観
光
情
報
の

発
信
と
特
産
品
の
物
販
を
行
い
、
観
光
と

物
産
の
両
面
で
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
PR
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
点
地
区
と
し

て
、花
の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
受
賞
の「
俵

山
し
ゃ
く
な
げ
園
」
の
あ
る
俵
山
地
区
を

選
定
し
、
俵
山
地
区
で
実
施
さ
れ
る
事
業

や
、
里
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

■
ま
ち
ぐ
る
み
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

昨
年
度
に
全
額
国
庫
補
助
に
よ
り
実
施

し
た
子
宮
頚
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
今

年
度
の
補
助
率
見
直
し
に
よ
り
、
市
の
負

担
を
伴
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
早
期
発

見
・
治
療
の
観
点
か
ら
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
新
た
に
保
健
師
の
地
区
担
当
制
を

導
入
し
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
複
数
の

保
健
師
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
健
康
相
談

や
訪
問
活
動
な
ど
、
市
民
要
望
に
応
え
る

体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
等
と
連
携
を
密
に
し
て
対

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

平
成
21
年
度
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環

と
し
て
、
新
た
に
「
地
域
医
療
再
生
臨
時

特
別
交
付
金
事
業
」
が
都
道
府
県
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
長
門
医
療
圏
地

域
医
療
再
生
計
画
」
が
山
口
県
の
地
域
医

療
再
生
計
画
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
た
び

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本

市
の
救
急
医
療
体
制
な
ど
地
域
医
療
の
充

実
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
市

民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
と
し
て
も
、
長
門
市
医
師
会
と
連
携
し

て
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▲俵山地区ニューツーリズムの拠点「里山ステーション俵山」

■
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

認
知
症
高
齢
者
対
策
や
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
の
孤
独
死
、
ま
た
は
介
護
疲
れ
に

よ
る
虐
待
事
件
な
ど
、
社
会
問
題
化
し
て

い
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る

理
解
と
支
援
に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
障
害
者
団
体
等

の
活
動
に
際
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
活
用
の

要
望
が
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
新
た
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
に
よ
り
「
福
祉
バ
ス
」
の
運
行
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
「
第
２
期
長
門
市
障
害
福
祉
計
画
」
に

基
づ
き
、
訪
問
介
護
や
行
動
支
援
事
業
、

機
能
訓
練
や
生
活
訓
練
、
ま
た
は
就
労
を

希
望
す
る
方
へ
の
就
労
移
行
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
で
生
活
を
営
む
こ
と
に
支

障
の
な
い
人
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
共
同
生
活
介

護
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
の
相
談
事
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
や
更
正
医
療
費
給

付
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
児
童
福
祉
の
充
実

　

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
策
定
す
る
「
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
後
期
計
画

に
基
づ
い
た
子
育
て
支
援
策
に
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
後
期
計
画
で
は
、
子
ど
も
の

人
権
擁
護
に
つ
い
て
重
点
を
置
き
、
子
育

て
世
代
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
の

施
策
の
推
進
や
、
食
育
の
推
進
に
も
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
中
学
卒
業
ま
で
の
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
手

当
」
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
が
、
交
付
に

支
障
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡

充
再
編
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
委
託
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

負
担
の
無
料
化
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
充
実

　

平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
安
心

す
。
ま
た
、施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

明
倫
小
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
、
及
び

仙
崎
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
な
お
、
統
合

関
連
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
大
畑
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
に
も
着

手
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
施
設

　

現
在
二
千
四
百
食
規
模
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
築
中
で
あ
り
、
平
成
22
年
９

月
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
当
面
は
、

こ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
日
置
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
及
び
深
川
中
学
校
調
理
場
の

３
施
設
で
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
食
材
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
る
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
学
校
運
営
の
効
率
化

　
「
長
門
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
方
針
」

に
基
づ
き
、
今
年
度
は
、
通
中
学
校
の
仙

崎
中
学
校
へ
の
平
成
23
年
４
月
１
日
統
廃

合
に
向
け
、
交
流
事
業
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
各
地
区
公
民

館
に
つ
い
て
は
、
市
民
参
画
の
自
主
運
営

組
織
に
よ
る
利
用
者
側
の
視
点
に
沿
っ
た

運
営
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

健
康
増
進
の
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
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▲にぎわう「びぃびぃ朝市」▲建築が進む給食センター（3月上旬撮影）
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活力ある長門市再生予算に

　近年、市税の減少や高い水準の公債費など、市財政
を取り巻く環境は年々厳しくなっています。そのため、
平成22年度の予算編成にあたっては、財政健全化を
着実に進めることを考慮し、限られた財源の中で「歳
入に見合った歳出予算」による身の丈にあった予算規
模を目標とし、優先順位の明確化や事業の見直しなど
を踏まえた予算編成に取り組みました。
　なお、平成22年度予算は、地場産業の振興による
地域の活性化を図るための事業に配慮した『活力ある
長門市再生予算』として位置付けています。

人件費
4,113,130
 （20.3％）

   扶助費
2,628,961
  （13.0％）

   公債費
4,152,980
 （20.5％）

その他
307,876
（1.5％）

普通建設事業費
    2,400,209
      (11.8％）

災害復旧事業費
   93,450
   （0.5％）

物件費
2,477,572
（12.2％）

補助費等
1,394,450
（6.8％）

繰出金
2,721,372
（13.4％）

維持補修費
 　　 171,964
貸付金
        111,072
積立金          7
投資及び出資金
          13,833
予備費 11,000

義務的経費
 10,895,071
　　（53.7％）

    その他の経費
  6,901,270
（34.0％）

歳出総額
20,290,000

投資的経費
2,493,659
  （12.3％）

市税
4,038,461
（19.9％）

諸収入
582,025
（2.9％）

その他
845,434
 （4.2％）

国庫支出金
1,643,345
   （8.1％）

県支出金
1,341,334
（6.6％）　市　債

2,936,500
  （14.5％）

地方交付税
8,150,000
（40.1％）

その他
752,901
   （3.7％）

歳入総額
20,290,000

自主財源
 5,465,920
     （26.9％）

依存財源
　　14,824,080
　　　（73.1％）

分担金及び負担金
　　  　200,289
使用料及び手数料
        　514,103
財産収入 28,040
繰入金  100,000
繰越金             1
寄附金      3,001

地方譲与税     228,001
利子割交付金    18,300
配当割交付金      4,000
株式等譲渡所得割交付金
                         3,000
地方消費税交付金
                     354,000
ゴルフ場利用税交付金
                       10,000
自動車取得税交付金
                       73,000
地方特例交付金
                       57,000
交通安全対策特別交付金
                         5,600

一般会計

特別会計
  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  老人保健事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

合　　計

20,290,000

11,267,989
5,567,942
974,153
78,101
　12,391
102,075
528,960
3,294,338
103,208
606,821

31,557,989

19,558,938

11,089,928
5,314,986
1,193,404
128,125
　31,101
104,749
520,927
3,100,461
96,142
600,033

30,648,866

731,062

178,061
252,956

▲ 219,251
▲ 50,024
▲ 18,710
▲ 2,674
8,033

193,877
7,066
6,788

909,123

3.7

1.6
4.8

▲ 18.4
▲ 39.0
▲ 60.2
▲ 2.6
1.5
6.3
7.3
1.1

3.0

会　 計　 別 予　算　額
（単位：千円）

前年度予算額
 （単位：千円）

増　減　額
（単位：千円）

対前年度伸率
　（単位：％）

平成22年度 予算の構成

平成22年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

※自主財源…市が自主的に収入できる財源
　依存財源…国や県の意思により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入

※

※昨年度の当初予算は骨格予算であったため６月補正後の額

■
個
性
が
輝
く
文
化
の
創
造

　

本
年
度
か
ら
「
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
」

「
く
じ
ら
資
料
館
」「
香
月
泰
男
美
術
館
」

「
村
田
清
風
記
念
館
」
の
４
館
共
通
入
館

券
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

市
民
の
入
館
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

■
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体

　
「
第
66
回
国
民
体
育
大
会
・
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
」
の
開
催
ま
で
、
後
1
年

半
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、「
プ
レ

国
体
」
が
５
月
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

場
と
な
る
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
の
施
設

整
備
も
整
い
、
大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
や
実
施
本
部
を
設
立
す
る
な

ど
、
開
催
に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
来
訪
さ
れ
る
人
に
、

長
門
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て「
ま

た
長
門
市
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
心
に
残

る
大
会
に
な
る
よ
う
、
お
も
て
な
し
の
心

を
も
っ
て
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
創
り
、
自
分
発
信
す
る
ま
ち

■
市
民
協
働
と
地
域
活
性
化

　

昨
年
8
月
、
各
地
域
審
議
会
に
対
し
、

「
市
民
協
働
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
行
い
、
現
在
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
審
議
会
で
議
論
を
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
６
月
に
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
「
市
民
協
働
へ
の
取
り

組
み
」
に
関
す
る
中
間
答
申
を
頂
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
効
率
的
な
行
政
運
営
の

推
進
に
お
い
て
も
、「
市
民
と
の
協
働
」
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
市
民

活
動
推
進
室
を
核
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
市
民
参
加
」
や
企
画
段
階
か

ら
行
政
と
一
緒
に
取
り
組
む
「
市
民
参

画
」、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
回
復
な
ど
、「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
や
「
市
長
へ
の

提
言
箱
」、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

な
ど
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、
今
後

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
し
、

積
極
的
な
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
行
財
政
改
革

　

長
門
市
行
政
改
革
懇
話
会
か
ら
の
提
言

を
受
け
た
後
、
新
た
な
経
営
改
革
プ
ラ
ン

を
平
成
21
年
度
内
に
策
定
し
、
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
を
全
力
で
進
め
ま
す
。

■
支
所
機
能
の
充
実
・
強
化
策

　

各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
の
複

数
配
置
と
と
も
に
、
住
民
に
身
近
な
業
務

は
支
所
で
行
っ
た
り
完
結
し
た
り
す
る
こ

と
や
、
市
民
と
の
協
働
を
一
層
進
め
る
こ

と
を
目
指
し
、
支
所
長
権
限
の
予
算
枠
を

確
保
し
ま
す
。

■
入
札
制
度
改
革

　

入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、
受
注
機
会
の

公
平
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
市
が
提
示
す

る
一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
は
す
べ

て
入
札
に
参
加
で
き
る
「
条
件
付
一
般
競

争
入
札
」
の
適
用
金
額
を
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
品
質
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
は
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
防
止
と
し
て
、
予
定
価

格
に
応
じ
た
「
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の

見
直
し
」
と
、「
最
低
制
限
価
格
制
度
の

導
入
」、
さ
ら
に
は
「
監
督
・
検
査
体
制
」

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

■
広
域
行
政
の
推
進

　

下
関
市
と
の
ト
ッ
プ
会
談
、観
光
事
業
、

人
事
交
流
や
水
産
部
門
等
で
の
連
携
、
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
加
わ
っ
た
萩
市
・
益
田

市
・
浜
田
市
・
長
門
市
の
４
市
に
よ
る
観

光
事
業
等
の
連
携
に
つ
い
て
も
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に

　

長
門
市
政
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し
さ
が
増
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決

に
あ
た
っ
て
は
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
が
出
せ

る
よ
う
、
行
財
政
の
効
率
的
な
運
用
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
し
、
私
の
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。
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▲国体に向けて施設整備が完了した俵山多目的交流広場

▲行政改革懇話会のようす
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市
で
は
、
行
政
改
革
が
早
期
に
実
現
で
き
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
目
標
と
し
た
「
新

組
織
改
編
３
年
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
簡
素
で
効
率
的
な

組
織
機
構
の
改
編
を
段
階
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
人
事
異
動
は
５
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

（平成22年４月１日現在） 市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

新
組
織
改
編
３
年
計
画
を
策
定

新

財　政　係（☎ 23‐1254）　 監理管財係（☎ 23‐1120）
（課の統合／管財係と監理係の統合）

国保年金医療係（係の統合）

管　理　係（☎ 23‐1147）　 土　木　係（☎ 23‐1148）
維　持　係（☎ 23‐1150）　 建　築　係（☎ 23‐1149）
都市整備係（☎ 23‐1152）　 地　籍　係（☎ 23‐1153）
（課の統合／管理係は係の統合）

企画総務係（係の統合）　   三隅総合支所（☎ 43‐0221）
　　　　　　　　　　　　   日置総合支所（☎ 37‐2111）
　　　　　　　　　　　　   油谷総合支所（☎ 32‐1111）

水産林務係（☎ 43‐0080）　 農政畜産係（☎ 43‐0080）
施設管理係（☎ 43‐0277）
（課の統合／施設管理係は係の統合）

水産林務係（☎ 37‐2168）　 農政畜産係（☎ 37‐2182）
施設管理係（☎ 37‐2188）　 地　籍　係（☎ 37‐2206）
（課の統合／施設管理係は係の統合）

水産林務係（☎ 32‐1198）　 農政畜産係（☎ 32‐1209）
施設管理係（☎ 32‐1114）　 下 水 道 係（☎ 32‐1267）
（課の統合／施設管理係は係の統合）

教育総務課（改称）

社会教育課　三隅公民館　　　　　　　　（☎ 43‐0811）

社会教育課　日置農村環境改善センター　（☎ 37‐2340）

社会教育課　油谷中央公民館　　　　　　（☎ 32‐1116）

部
企画総務部

経済観光部

各支所

課・室・係等
企画政策課
　行政刷新室
総務課
　地域安全推進室

商工水産課
　商工係
　水産漁港係
　流通企画室
農林課
　農政畜産係
　耕地係
　林務係
　農林土木係
　流通企画室
観光課
　観光振興係
　観光施設係
総合窓口課
　地域窓口係
　すぐやる相談窓口
　健康福祉係

旧

　行政改革推進室

　地域安全係
経済振興部

商工観光課
　商工係
　観光振興係
　温泉係
農林課
　農政畜産係
　耕地係
　林務係
　農林土木係
　　　ー
水産課
　水産振興係
　水産土木係
総合窓口課
　地域窓口係
　　　ー
　健康福祉係

新

行政改革推進室を行政刷新室に改称

地域安全係を地域安全推進室へ改編
経済振興部を経済観光部に改称し、商工水
産課、農林課、観光課の３課に再編

商工部門と水産部門を統合し商工水産課に
再編し、商工係、水産漁港係、流通企画室
の３係を配置

農林課に流通企画室を新設

観光課を新設。ツーリズム事業を、企画政
策課から観光振興係に移管し、温泉係と観
光施設の業務を担当する観光施設係を設置

各支所総合窓口課にすぐやる相談窓口を設
置

保健師の地区担当を配置

　

改
編
に
あ
た
っ
て
は
、
５
つ
の
指

針
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
５
つ
の
指
針
」
と
は

１  

組
織
の
更
な
る
ス
リ
ム
化
、
管

理
職
の
削
減
を
進
め
ま
す

２  

市
民
と
の
協
働
を
進
め
、
支
所

機
能
の
充
実
、
強
化
を
図
り
ま
す

３  

定
員
管
理
の
適
正
化
を
進
め
、

人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
※１

人
事

評
価
制
度
を
本
格
導
入
し
ま
す

４  

組
織
力
の
向
上
、
機
動
力
を
発

揮
す
る
た
め
、
そ
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す

５  

※２

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画

の
進
捗
を
図
り
ま
す

■
３
年
計
画
で
段
階
的
に
実
施

平
成
22
年
度
か
ら

【
本
庁
】

　

観
光
推
進
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
経
済
振
興
部
を
「
経
済
観
光
部
」

と
し
、「
観
光
課
」
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
水
産
業
の
活
性
化
と
農
商
工

連
携
を
進
め
る
た
め
、「
商
工
水
産

課
」
と
「
農
林
課
」
の
３
課
に
再
編

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
商
工
水
産
課
」

と
「
農
林
課
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
流
通

企
画
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

企
画
政
策
課
内
の
行
政
改
革
推
進

室
を
「
行
政
刷
新
室
」
に
名
称
を
改

め
、
幅
広
い
分
野
で
の
„
刷
新“
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
総
務
課
「
地
域

安
全
係
」
を
「
総
務
課
地
域
安
全
推

進
室
」
と
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
支
所
】

　
「
す
ぐ
や
る
相
談
窓
口
」
を
配
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
、
子
育
て

世
帯
へ
の
身
近
な
訪
問
相
談
業
務
を

充
実
す
る
た
め
、
保
健
師
の
地
区
担

当
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
の
協
働
事
業
を
進
め
る
た

め
、
支
所
長
権
限
で
の
予
算
枠
を
確

保
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら

　

市
民
福
祉
部
の
組
織
改
編
を
進
め

ま
す
。
国
保
年
金
医
療
及
び
介
護
保

険
に
係
る
業
務
を
合
わ
せ
行
う
「
保

険
課
」
を
新
設
し
ま
す
。

　

高
齢
障
害
課
と
地
域
福
祉
課
を
統

合
し
「
福
祉
課
」
と
し
、
福
祉
事
務

所
に
係
る
業
務
を
明
確
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
総
務
部
の
組
織
改
編

も
実
施
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら

　

組
織
力
の
向
上
の
た
め
、
24
年
度

を
目
標
に
、
※３

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課 
人
事
係 

℡ 

23
‐
１
１
１
４

用
語
解
説

※
１ 

人
事
評
価
制
度　

職
員
の
能
力
・
実
績
等
を

評
価
す
る
な
か
で
、組
織
の
活
性
化
、人
材
育
成
、

適
材
適
所
配
置
な
ど
に
活
用
す
る
総
合
的
な
人

事
制
度
の
こ
と

※
２ 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ　

民
営
化
、
業
務
の
外

部
委
託
、
地
域
協
働
に
よ
り
、
組
織
内
部
の
資

源
を
最
も
重
要
な
部
分
に
集
中
さ
せ
る
戦
略
的

な
経
営
手
法

※
３ 

グ
ル
ー
プ
制　

現
行
の
係
単
位
の
事
務
を

課
単
位
と
し
、
事
務
量
や
緊
急
度
等
に
応
じ
て

担
当
課
長
権
限
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成
。
職
員
の

流
動
化
、
協
調
性
確
保
と
と
も
に
意
思
決
定
の

迅
速
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

平成22年４月からの市役所組織変更点
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向
津
具
中
学
校
卒
業
式

最
後
の
卒
業
生
11
人
、巣
立
つ

ち
び
な
が
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
５

こ
ど
も
商
店
街
に
ぎ
わ
う
！

　

２
月
27
日
（土）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
ア
リ
ー
ナ
で
「
ち
び
な
が
商
店

街
を
つ
く
ろ
う
５
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
子
ど
も
た
ち
に

一
足
早
く
働
く
体
験
を
し
て
も
ら

お
う
と
、
な
が
と
商
工
青
年
部
連

合
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
文
房
具
店
、
駄
菓
子

屋
、
病
院
、
飲
食
店
な
ど
49
店
舗

が
軒
を
連
ね
る
１
日
だ
け
の
仮
想

商
店
街
が
登
場
。「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ち
び
な
が
支
所
」
で
好
み
の
仕

事
を
選
び
、
１
時
間
働
く
と
会
場

で
の
み
使
え
る
お
金
「
150
チ
ビ
ー

（
150
円
相
当
）」
が
も
ら
え
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

５
回
目
と
な
る
今
回
も
大
盛
況

で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
に
は
イ
ベ

ン
ト
開
始
の
２
時
間
前
か
ら
『
就

活
』
に
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
長

い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
（木）
、
向
津
具
中
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和
22
年
５
月
に
設

立
。
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
32
年
に
は

572
名
を
数
え
た
生
徒
数
も
、
21
年

度
は
26
名
に
。
菱
海
中
学
校
と
の

統
合
に
よ
り
３
月
末
で
の
閉
校
が

決
ま
り
、
11
名
の
３
年
生
が
最
後

の
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
２
年
生
の

藤
本
淳
君
が
「
皆
さ
ん
は
一
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
、
つ
ら
い
と
き
は

向
津
具
中
の
仲
間
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
送
辞
。
卒

業
生
を
代
表
し
て
磯
本
絵
理
子
さ

ん
が
「
こ
の
学
校
は
本
当
の
自
分

が
出
せ
る
場
所
で
し
た
。
伝
統
あ

る
向
津
具
中
学
校
の
生
徒
と
し
て

の
誇
り
を
胸
に
旅
立
ち
ま
す
」
と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

長
門
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

個
人
12
人
と
11
団
体
を
表
彰

　

３
月
21
日
（日）
、
長
門
市
制
施
行

５
周
年
の
記
念
式
典
と
記
念
行
事

が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
開
か
れ
、

市
民
や
来
賓
な
ど
約
400
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
金
子
み
す
ゞ
記
念

館
の
矢
﨑
節
夫
館
長
が
特
別
表
彰

さ
れ
た
ほ
か
、
個
人
12
人
と
11
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

記
念
行
事
と
し
て
、
市
長
と
６
人

の
子
ど
も
た
ち
と
の
対
談
「
長
門

市
の
未
来
を
語
る
」
と
、
記
念
植

樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者（
敬
称
略
・
学
年
は
当
時
）

特
別
功
労
者
表
彰

　

矢
﨑
節
夫

一
般
表
彰

【
地
域
づ
く
り
功
労
】

　

香
月　

直
樹

　

金
川　

鐵
夫

　

辻
中　

登

　

千
畳
敷
Ｍ
Ｔ
Ｂ
実
行
委
員
会

　

長
門
商
工
会
議
所
青
年
部

　
三
隅
地
域
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

　

油
谷
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

わ
い
わ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
自
治
功
労
】

　

江
原　

清

　

大
嶋　

泰
夫

　

中
野　

博
文

　

藤
田　

芳
久

　

松
木　

英
之

【
社
会
事
業
功
労
】

　

岡
﨑　

晁
子

　

小
西　

優
子

　
大
浦
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
会

　

長
門
市
立
日
置
中
学
校

【
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

　

尾
崎　

眞
吾

　

海
聖
（
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
）

　

滝
坂
神
楽
舞
保
存
会

　

俵
山
Ｔ
Ｃ（
綱
引
き
）

　

大
津
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

【
社
会
活
動
功
労
】

　

本
永　

博

【
作
文
最
優
秀
賞
】

　

中
井　

詩
歩
（
向
陽
小
５
年
）

　

山
﨑　

実
華
（
菱
海
中
１
年
）

【
絵
画
最
優
秀
賞
】

　

深
川
幼
稚
園「
つ
き
ぐ
み
」

　

井
上　

実
咲
（
日
置
小
４
年
）

　

３
月
19
日
（金）
、
３
月
末
で
廃
校

と
な
る
大
畑
小
学
校
の
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
人
だ
け
の
卒

業
生
、
荻
智
隆
君
を
送
る
た
め
に

11
人
の
在
校
生
と
、
南
野
市
長
や

来
賓
、
地
区
住
民
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
式
が
始
ま
る
と
温
か
い
拍

手
の
中
、荻
君
が
入
場
し
ま
し
た
。

布
野
校
長
が
卒
業
証
書
を
手
渡

し
、「
あ
な
た
は
最
高
学
年
と
し

て
下
級
生
を
見
事
に
引
っ
張
り
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
た
く
さ
ん
友

達
を
つ
く
り
、
思
い
や
り
を
持
っ

て
接
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
受
け
取
っ
た
荻
君
は
「
僕

の
夢
は
料
理
人
に
な
っ
て
大
畑
に

店
を
出
す
事
で
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

下
級
生
た
ち
は
声
を
合
わ
せ

て
、「
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
智
隆

さ
ん
は
み
ん
な
の
憧
れ
で
し
た
。

僕
た
ち
は
智
隆
さ
ん
の
こ
と
が
大

好
き
で
す
」
と
別
れ
の
言
葉
を
伝

え
ま
し
た
。
荻
君
は
６
年
間
の
思

い
出
を
語
っ
た
後
、
ご
両
親
と
一

緒
に
歌
を
歌
い
、
出
席
者
に
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。 　

大
畑
小
学
校
卒
業
式

１
人
だ
け
の
卒
業
式

▲特別功労者表彰を受ける矢﨑節夫さん ▲式典の様子
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門の長
長
門
市
行
政
改
革
懇
話
会

行
革
へ
の
重
点
課
題
を
提
言

　

２
月
26
日
（金）
、
長
門
市
行
政
改

革
懇
話
会
が
、
提
言
書
を
南
野
市

長
に
提
出
し
ま
し
た
。
同
会
は
民

間
委
員
で
構
成
さ
れ
た
市
長
の
諮

問
機
関
で
、
６
回
に
わ
た
る
会
議

を
経
て
今
回
の
提
言
に
至
り
ま

し
た
。
提
言
は
、
新
長
門
市
行
政

改
革
大
綱
策
定
方
針
の
３
つ
の
重

点
課
題
「
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
」、「
効
率
的
・
効
果
的

な
組
織
体
制
の
整
備
」、「
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
」
を
基
本
に

市
民
の
目
線
で
話
し
合
い
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
有
馬
会
長
と
村

田
副
会
長
が
提
言
書
を
提
出
す
る

と
、
南
野
市
長
は
「
こ
れ
を
も
と

に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
努

め
ま
す
」
と
応
え
ま
し
た
。

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

入
館
者
数
90
万
人
達
成

　

２
月
25
日
（木）
、
金
子
み
す
ゞ
記

念
館
の
入
館
者
数
が
90
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
90
万
人
目
の
お
客

さ
ん
と
な
っ
た
の
は
、
愛
媛
県
の

垣
添
保
隆
さ
ん
・
ユ
カ
子
さ
ん
ご

夫
妻
で
す
。
南
野
市
長
か
ら
花
束

と
記
念
品
の
「
金
子
み
す
ゞ
童
謡

全
集
」
が
贈
ら
れ
、
２
人
と
も
感

激
し
た
様
子
で
し
た
。

心を込めて
ご案内します

青海島ボランティアガイド会

　

訪
れ
た
観
光
客
に
通
地
区
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
、
と
い
う

思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
４
年
前
に
結
成
さ
れ
た
青
海
島

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
。
地
域

の
文
化
を
紹
介
し
た
り
、
観
光
地

を
案
内
し
た
り
と
精
力
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
始
め
た
取
り
組
み
で

す
が
、
何
よ
り
自
分
自
身
が
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
ね
」
と
語
る

の
は
池
永
愛
子
さ
ん
。
や
り
が
い

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
お
客
さ

ん
か
ら
笑
顔
で
お
礼
を
言
わ
れ
た

時
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬

間
で
す
ね
。
古
式
捕
鯨
の
文
化
を

通
じ
て
命
の
尊
さ
を
伝
え
る
こ
の

仕
事
を
、
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
通
小
学
校
の
児
童
に

ガ
イ
ド
の
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
文
化
に
親
し
ん
で
も

ら
う
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
幅

広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
10
名
。
ガ
イ
ド
の

依
頼
は
全
国
各
地
か
ら
入
り
ま

す
。
数
人
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
200
人

以
上
の
団
体
ま
で
対
応
で
き
、
年

齢
や
体
調
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
で

の
案
内
も
可
能
だ
そ
う
で
す
。
会

長
の
新
宅
一
平
さ
ん
は
「
お
客
さ

ん
に
は
心
か
ら
お
も
て
な
し
を
し

ま
す
。
通
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。（
問
い
合
わ
せ

：

く

じ
ら
資
料
館　

℡
28ｰ

０
７
５
６
）

ち
ょ
っ
と

小
耳
に

後列左から松村さん、新宅さん、山田さん、早川さん
前列左から村田さん、池永さん、角谷さん、村田さん

東京の高校生にガイドしました

仕
事
に
、
育
児
に 
奮
闘
中
！

田た

な

か中　

亜あ

み美 

さ
ん（
田
中
歯
科
医
院
勤
務
）

※ 

仕
事
は　

１
月
か
ら
歯
科
衛
生

士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
出

産
の
た
め
退
職
し
て
い
た
の
で

す
が
、子
ど
も
も
１
歳
を
過
ぎ
、

こ
の
仕
事
が
続
け
た
い
と
思
っ

た
の
で
復
帰
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
以
前
と
違
い
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
と
接
す
る
と
き
は

母
親
と
し
て
の
目
線
で
も
見
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

※ 

趣
味
は　

料
理
で
す
ね
。
子
ど

も
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
と

き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

※ 

休
み
の
日
は　

家
族
で
公
園
に

遊
び
に
行
っ
た
り
、
お
散
歩
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

※ 

自
由
に
一
言　

歯
の
健
康
を
保

つ
た
め
に
は
、
治
療
よ
り
予
防

が
大
切
で
す
。
半
年
に
一
度
は

歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ご
来

院
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

熱血！
新鮮力

水
産
高
校
実
習
船
「
青
海
丸
」
解
役
式

約
18
年
間
の
活
躍
ね
ぎ
ら
う

　

３
月
19
日
（金）
、
仙
崎
観
光
基
地

の
近
く
の
岸
壁
で
水
産
高
校
の
実

習
船
「
青
海
丸
」
の
解
役
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
船
は
約
18
年
に
わ
た
り
同
校

の
漁
業
実
習
に
貢
献
。
航
走
距
離

は
約
43
万
マ
イ
ル
、
延
べ
５
千
400

人
の
生
徒
が
乗
船
し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
専
攻
科
１
年

の
中
村
和
幹
君
が
「
お
別
れ
は
寂

し
い
で
す
が
、
こ
の
青
海
丸
で
経

験
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
山
口
県
、
福
岡

県
、
長
崎
県
が
共
同
で
建
造
し
た

新
実
習
船
「
海
友
丸
」
が
就
役
し

ま
す
。

故
上
村
雅
輔
氏
の
詩
碑
除
幕
式

功
績
を
た
た
え
て
建
立

　

３
月
７
日
（日）
、
金
子
み
す
ゞ
記

念
館
の
中
庭
に
設
置
さ
れ
た
故
上

山
雅
輔
氏
の
詩
碑
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
雅
輔
氏
は
み
す
ゞ
さ

ん
の
実
弟
で
劇
団
若
草
を
創
設
す

る
な
ど
劇
作
家
や
演
出
家
と
し
て

活
躍
。
詩
碑
建
立
は
矢
崎
館
長
の

思
い
に
賛
同
し
た
（株）
青
山
石
工
房

の
寄
贈
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
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就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
就
学
し
、

経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食
費
の
支

払
い
や
学
用
品
等
の
購
入
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

■ 

対
象

・ 

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
対
象
者

（
要
保
護
者
）

・ 

要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
人

■ 

援
助
の
内
容

　

 

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
・
学
校
給

食
費
・
修
学
旅
行
費
等

※ 

要
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
法
に
よ
り
援
助
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
は
除
き
ま
す

■ 

申
請
方
法

　

 

各
小
・
中
学
校
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
所
得
を
証
明
で
き
る
資
料

等
を
添
え
て
、
学
校
長
経
由
で
教

育
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課　
　
　

℡
23
‐
１
２
５
８

「
な
が
と
子
ど
も
未
来
室
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

長
門
市
子
ど
も
未
来
室
は
、
市
の

子
育
て
総
合
窓
口
と
し
て
、
子
育
て

家
庭
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
質

問
や
悩
み
に
き
め
細
か
く
対
応
す

る
た
め
、
４
月
１
日
（木）
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。
保
育
園
、

幼
稚
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、子
育
て
パ
パ
・

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

申
請
受
付

　

市
で
は
、
心
身
障
害
者
の
日
常
生

活
の
利
便
と
社
会
活
動
の
範
囲
を
拡

大
し
、
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業（
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

■ 

対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

　

①
身
体
障
害
者
手
帳

　
　

１
級
〜
３
級
、
下
肢
４
級

　

②
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ

　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
、
２
級

■ 

助
成
額
と
枚
数

　

 

１
回
に
つ
き
利
用
券
１
枚
（
500
円

相
当
）
が
使
用
で
き
、
１
人
年
間

48
枚
が
限
度
（
人
工
透
析
通
院
者

は
104
〜
312
枚
）

■ 

申
請
方
法　

印
鑑
と
助
成
対
象
手

帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
本
庁
高
齢

障
害
課
障
害
福
祉
係
、三
隅
支
所
、

日
置
支
所
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
各
出
張
所
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い

■ 

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

 

山
電
タ
ク
シ
ー
、冨
士
第
一
交
通
、

新
日
本
観
光
タ
ク
シ
ー
、
ゆ
も
と

苑
介
護
タ
ク
シ
ー
、
人
丸
タ
ク

シ
ー
、
古
市
タ
ク
シ
ー
、
長
門
市

社
会
福
祉
協
議
会

■ 

問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
害
課
障
害

福
祉
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
４
３

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

元
長
門
市
収
入
役

  

本 

田  

正  

さ
ん

88
歳
（
西
深
川
上
川
西
１
区
）

国
民
年
金
に
関
す
るお知

ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
、１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
申

込
は
、
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

の
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
お
よ
び

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担
当

係
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
納
付
書
ま
た

は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

年
金
出
張
相
談
所
開
設
日

　

萩
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
受
給

や
請
求
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
出

張
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
設
場
所
／
日
時

・
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

10

：

00
〜
12

：

00

13

：

00
〜
16

：

00

■ 

問
い
合
わ
せ

・
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

℡
23
‐
１
１
２
９

・
萩
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８

国
保
被
保
険
者
証
の
更
新

新
し
い
被
保
険
者
証
を

送
付
し
て
い
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
３
月
下
旬

に
簡
易
書
留
郵
便
で
各
世
帯
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た

平
成
21
年
度
の
旧
被
保
険
者
証
は
、

窓
口
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
裁
断

し
て
確
実
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

お
届
け
し
た
際
に
、
ご
不
在
の
場
合

　

簡
易
書
留
郵
便
は
本
人
が
不
在
の

場
合
等
に
は
受
取
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
、
日
本
郵
便
長
門
支
店
発
行
の

不
在
票
を
投
函
し
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、 

４

月
１
日
12
時
以
降
の
受
け
取
り
場
所

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
長
門
地
区
（
②
・
③
を
除
く
）

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

②
長
門
地
区
（
通
全
区
）

通
出
張
所

③
長
門
地
区
（
俵
山
地
区
）

俵
山
出
張
所

④
三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区

各
支
所
地
域
窓
口
係

　

被
保
険
者
証
の
受
け
取
り
の
際
に

は
、
世
帯
主
ま
た
は
世
帯
の
被
保
険

者
の
人
が
、
旧
被
保
険
者
証
や
運
転

免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
は
、
75
歳
の
誕
生
日
を
平
成
22
年

度
に
迎
え
る
人
の
世
帯
に
つ
い
て
は

有
効
期
限
が
そ
の
誕
生
日
前
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
退
職
者
医
療
被
保
険
者
の
人
の

証
は
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
末
日

（
月
の
初
日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、

70
歳
以
上
の
国
保
負
担

割
合
が
据
え
置
か
れ
ま
す

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
が
医
療

機
関
等
に
か
か
っ
た
と
き
の
窓
口
で

の
自
己
負
担
割
合
は
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
現
役
並
み
所
得
以
外
の
人
に

つ
い
て
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
凍
結
措

置
の
延
長
に
よ
り
実
施
が
１
年
間
さ

ら
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
欄
が
、「
２

割
（
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
は
１

割
）」
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
高
齢

受
給
者
証
を
ご
利
用
に
な
っ
て
い
た

前
月
末
日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
ま
で
に

新
し
い
証
を
送
付
し
ま
す
。

個
別
に
被
保
険
者
証
が
必
要
な
場
合

　

出
稼
ぎ
や
施
設
入
所
、
修
学
等
の

理
由
で
、
個
別
に
被
保
険
者
証
の
交

付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
現
在
お
持
ち

の
人
を
含
め
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

住
民
票
を
市
外
に
お
持
ち
の
人
で

修
学
を
理
由
に
個
別
の
証
を
申
請

さ
れ
る
場
合
、
平
成
22
年
４
月
１

日
以
降
の
在
学
証
明
書
（
学
生
証

は
不
可
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
国
保
年
金
医

療
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
０

人
は
、
３
月
下
旬
に
「
１
割
」
の
表

記
と
な
っ
た
証
を
郵
送
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
切
り
替
え
て
お
使
い
く
だ

さ
い
。
古
い
受
給
者
証
は
確
実
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
役
並
み
所
得
の
判
定
の

基
準
と
な
る
所
得
年
度
切
替
え
の
た

め
、
こ
の
証
の
有
効
期
限
は
平
成
22

年
７
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
国
保
年
金
医

療
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
０

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
が
移
転
し
ま
す

　

３
月
29
日
（月）
、
三
隅
支
所
総
合

窓
口
課
健
康
福
祉
係
は
、
三
隅
保

健
セ
ン
タ
ー
か
ら
三
隅
支
所
１
階

に
移
転
し
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
後
の
電
話
番
号

・ 

三
隅
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福

祉
係　
　
　

℡
43
‐
２
４
４
４

Fax 

43
‐
２
５
６
３

・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
‐
２
８
１
３

マ
マ
を
応
援
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
遊
び
場
情
報
、
そ
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や

質
問
に
丁
寧
に
答
え
る
「
子
育
て
な

ん
で
も
投
稿
」
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

楽
し
く
、
使
い
や
す
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
携
帯
電
話
か
ら
も

サ
イ
ト
に
接
続
で
き
る
た
め
、
利
便

性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.

nagatokosodate.com

※ 

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン

ク
し
て
い
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

地
域
福
祉
課
子
ど

も
未
来
室　
　

℡
23
‐
１
１
５
６

市
有
地
を
公
売
し
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地
を

公
売
し
ま
す
。
入
札
に
参
加
す
る
に

は
、
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

■ 

公
売
物
件

・
所
在　

長
門
市
仙
崎
字
前
遍
照
寺

　

1743
‐
３

・
地
目
／
面
積　

宅
地
／
30
・
78
㎡

・
用
途
地
域
等

　

近
隣
商
業
地
域
（
準
防
火
地
域
）

・
建
ぺ
い
率　

80
％

・
容
積
率　

200
％

・
予
定
価
格　

８
２
２
、４
０
０
円

■ 

入
札
日
時
／
場
所

・ 

４
／
23 

（金）

　

受
付　

13

：

30
〜

　

入
札　

14

：

00
〜

（
14
時
以
降
の
入
場
不
可
）

・
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■ 

入
札
方
法　
一
般
競
争
入
札

※ 

有
効
な
入
札
の
う
ち
、
入
札
書
記

載
金
額
が
予
定
価
格
以
上
の
最
高

価
格
を
落
札
と
し
ま
す

■ 

入
札
に
参
加
で
き
な
い
人

　

 

破
産
者
で
復
権
を
し
て
い
な
い
人

お
よ
び
入
札
に
か
か
る
契
約
を
結

ぶ
能
力
の
な
い
人

■ 

入
札
保
証
金

　

 

入
札
金
額
の
５
％
以
上
に
相
当
す

る
金
額
を
受
付
時
間
内
に
納
付

■ 

入
札
参
加
方
法

　

 

事
前
に
入
札
参
加
申
込
書
を
監
理

管
財
係
に
提
出
。
申
し
込
み
時
に

入
札
説
明
書
を
配
布
し
ま
す

■ 

申
込
期
間　

４
／
５
（月）
〜
16 

（金）

　

９

：

00
〜
17

：

00

（
土
・
日
を
除
く
）

■ 

そ
の
他　

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
売
物
件
の
位
置
図
、
入
札
説

明
書
等
く
わ
し
い
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.nagato.

yam
aguchi.jp/

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
監
理
管
財
係

℡
23
‐
１
２
５
３
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平
成
21
年
度

長
門
市
教
育
特
別
表
彰

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
の
部　
推
奨

　
久
保
田
高
生（
深
川
小
４
年
）

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
の
部　
推
奨

　
永
松　
未
羽（
日
置
小
４
年
）

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
の
部　
推
奨

　
寺
澤
の
ど
か（
深
川
小
５
年
）

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
立
体
の
部　
推
奨

　
宮
﨑　
智
子（
神
田
小
５
年
）

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
の
部　
推
奨

　
飯
田　
恵
麻（
仙
崎
中
１
年
）

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
の
部　
推
奨

　
齋
藤
由
香
里（
三
隅
中
１
年
）

◆ 

第
62
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
の
部　
推
奨

　
末
永　
実
花（
三
隅
中
２
年
）

◆ 

山
口
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
課
題
の
部　
最
優
秀

　
橋
本　
和
奏（
油
谷
小
２
年
）

◆ 

第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
コ
ン
テ
ス
ト

　
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
賞

　
藤
永　
昂
佑（
三
隅
中
３
年
）

◆ 

平
成
21
年
度
交
通
安
全
作
文
の
部

　
最
優
秀
賞

　
石
東　
大
幹（
仙
崎
小
３
年
）

◆ 

平
成
22
年
度
用
国
土
緑
化
運
動

　
育
樹
運
動
標
語
募
集　
入
選

　
木
嶋　
巧（
通
中
２
年
）

◆ 

第
29
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水

泳
競
技
大
会
平
泳
ぎ
25
ｍ

　
第
１
位

　
藪
木　
駿（
通
小
５
年
）

◆ 
第
29
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水

泳
競
技
大
会
平
泳
ぎ
25
ｍ

　
第
１
位

　
石
田　
朱
里（
深
川
小
６
年
）

◆ 

第
25
回
中
国
中
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
個
人
63
㎏
級

　
第
3
位

　
河
本　
美
希（
深
川
中
１
年
）

◆ 

第
55
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
大
会
女
子
２
年
100
ｍ 

第
２
位

　
女
子
共
通
200
ｍ　
第
２
位

　
黒
瀬　
温
子（
深
川
中
２
年
）

◆ 

サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
６
回
全

国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手

権
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
第
3
位

　
明
倫
小
学
校
６
年（
９
名
）

　
松
﨑　
祐
貴　
　
髙
村　
楓
香

　
中
尾　
凌
也　
　
中
本　
遼
太

　
前
田　
恭
志　
　
宮
崎　
広
之

　
守
永　
竜
也　
　
木
原　
侑
也

　
新
谷　
優
衣

　

平
成
21
年
度
に
文
化
・
体
育
の
分
野
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
「
長
門
市
教
育
特
別
表
彰
」
の
授
与
式
が
２
月
26
日
（金）
、
長
門
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
、
文
化

部
門
に
11
個
人
、
体
育
部
門
に
４
個
人
・
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

文  

化  

部  

門

体  

育  

部  

門

「広報ながと」への広告掲載のお申し込みはサンデン広告株式会社へ　℡ 083-232-5235
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地
籍
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
地
籍
調
査
を
長
門

地
区
と
日
置
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

　

長
門
地
区
は
、
大
字
東
深
川
の
田

屋
区
、
中
山
区
の
各
一
部
、
大
字
深

川
湯
本
の
一
部
で
す
。
日
置
地
区

は
、
大
字
日
置
上
の
黄
波
戸
口
、
茅

刈
、
矢
ヶ
浦
の
各
一
部
で
す
。

　

図
中
で
色
塗
り
を
さ
れ
て
い
る
地

域
す
べ
て
の
土
地
が
調
査
対
象
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
調
査
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
ま
す
よ
う
、
調
査
区
域
内

で
土
地
売
買
な
ど
の
取
り
引
き
を
さ

れ
て
い
て
未
登
記
の
よ
う
な
場
合
に

は
早
め
に
登
記
処
理
を
さ
れ
る
な

ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
地
籍
調
査
が
行
わ
れ

て
い
な
い
山
林
に
つ
い
て
は
、
次
の

場
合
に
限
り
境
界
杭
を
無
料
提
供
し

て
い
ま
す
。

・ 

団
体
で
管
理
し
て
い
る
土
地
（
共

有
林
）

・
市
有
林
に
面
し
た
土
地

■ 

問
い
合
わ
せ

・
都
市
建
設
課
地
籍
係

℡
23
‐
１
１
５
３

・
都
市
建
設
課
地
籍
係
日
置
分
室

℡
37
‐
２
２
０
６

【 長 門 地 区（東深川） 】

【 日 置 地 区 】 【 深 川 地 区 （湯本）】

田屋区

中山区

茅刈

矢ヶ浦

黄波戸口

深川湯本
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井
戸
水
等
利
用
世
帯
の

下
水
道
に
係
る
人
数
変
更

　

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
人

で
、
上
水
道
と
井
戸
水
（
地
下
水
）

と
の
併
用
、
ま
た
は
井
戸
水
（
地
下

水
）
の
み
を
ご
使
用
に
な
っ
て
い
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
使
用
水

量
の
認
定
は
世
帯
人
数
に
よ
り
算
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

就
学
・
就
職
等
に
よ
る
転
出
入
や

出
生
・
死
亡
等
に
よ
る
世
帯
人
数
の

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
変
更
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い

な
い
人
、
上
水
道
の
み
使
用
で
井
戸

水
（
地
下
水
）
の
使
用
が
な
い
人
は
、

お
届
け
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
９
０

長
門
市
汚
水
処
理
施
設

整
備
構
想
を
見
直
し
ま
し
た

　

長
門
市
の
汚
水
処
理
施
設
整
備

は
、
上
位
計
画
で
あ
る
「
山
口
県
汚

水
処
理
施
設
整
備
構
想
」
に
位
置
付

け
ら
れ
た
区
域
に
つ
い
て
、
公
共
下

水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・

漁
業
集
落
排
水
事
業
等
の
集
合
処
理

に
よ
り
、
整
備
促
進
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
、「
山
口
県
汚
水
処
理
施
設

整
備
構
想
」
の
見
直
し
に
伴
い
、
本

市
の
「
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想
」

の
見
直
し
を
行
い
、昨
年
12
月
に「
長

門
市
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想
（案）
」

と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

特
に
前
回
の
構
想
で
農
・
漁
業
集

落
排
水
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
た
油

谷
地
域
の
伊
上
、
久
津
、
大
浦
、
川

尻
、
立
石
、
津
黄
の
各
地
区
に
つ
い

て
は
、
集
合
処
理
か
ら
個
別
処
理
に

変
更
し
、
浄
化
槽
に
よ
り
汚
水
処
理

を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
地
区

の
青
海
処
理
区
、
開
作
処
理
区
に
つ

い
て
は
、
隣
接
す
る
公
共
下
水
道
区

域
へ
接
続
し
、
処
理
場
を
ポ
ン
プ
場

に
変
更
し
て
今
後
の
維
持
管
理
の
効

率
化
と
経
費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
漁
業
集
落
排
水
事

業
以
外
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
浄
化
槽
に
よ
る
汚
水
処
理
を
促

進
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
９
０

浄
化
槽
の
補
助
制
度

　

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
向

上
す
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の
設

置
を
す
す
め
て
お
り
、
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■ 

補
助
対
象
地
域

　

 

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
お
よ
び

農
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
計
画
区

域
を
除
く
市
内
全
域

■ 

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

 

浄
化
槽
は
、
安
定
し
た
処
理
水
質

を
維
持
す
る
た
め
、
使
用
開
始
後

■浄化槽設置補助金額

人槽区分 補助金額

５人槽 442,000 円

７人槽 568,000 円

10人槽 802,000 円

※ 地域により高度処理型の浄
化槽も補助の対象となりま
す。くわしくはお問い合わ
せください

2010.4.1 22

く
ら
し
の
安
心
推
進
委
員

食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

山
口
県
で
は
、
悪
質
商
法
等
に
よ

る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
拡

大
防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
く
「
く
ら

し
の
安
心
推
進
員
」
と
、
日
常
の
買

い
物
を
通
じ
て
食
品
表
示
等
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
「
食
の
安
心
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

■ 

任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で

■ 

募
集
人
員
・
活
動
内
容
等

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
／
39
人

・ 

不
当
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
表

示
、
広
告
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

・ 

消
費
生
活
に
対
す
る
意
見
や
情
報

の
提
供
、
各
種
調
査
へ
の
協
力

・
謝
礼
は
年
額
1
万
円
以
内

食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
／
40
人

・ 

食
品
表
示
や
食
品
衛
生
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
定
期
的
報
告

・
謝
礼
は
年
額
１
万
円
以
内

■ 

応
募
方
法　

本
庁
市
民
活
動
推
進

室
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
応
募
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
活
動
推
進
室
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
山
口
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

・
山
口
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/cm

s/a12100/index/

■
応
募
期
間

　

３
／
19 

（金）
〜
４
／
９
（金）
（
必
着
）

※
双
方
へ
の
応
募
も
で
き
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
市
民

活
動
推
進
室　

℡
23
‐
１
１
１
５

街　

頭　

献　

血

■ 

日
時
／
場
所

●
４
／
１ 

（木）

・
ウ
ェ
ー
ブ
地
下
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

10

：

00
〜
12

：

00

13

：

15
〜
16

：

00

●
４
／
６ 

（火）

・
三
隅
支
所　
　

10

：

00
〜
12

：

00

・
Ｊ
Ａ
長
門
大
津
本
所

14

：

00
〜
16

：

00

●
４
／
20 

（火）

・
長
門
警
察
署　

９

：

30
〜
11

：
00

・
長
門
市
教
育
委
員
会

12
：

00
〜
13

：

00

・
岡
田
病
院　
　

15
：

00
〜
16

：

30

※ 

200 

ml
、
400 

ml
献
血
を
行
い
ま
す

※ 

献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
４
５

山
口
県
健
康
福
祉
祭
競
技

囲
碁
・
将
棋
大
会
参
加
募
集

■ 

日
時
／
場
所　

５
／
20 

（木）

　

 

山
口
県
維
新
百
年
記
念
公
園
、
や

ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

■ 

種
目　

卓
球
・
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ペ
タ

ン
ク
・
弓
道
・
剣
道
・
囲
碁
・
将
棋

■ 

参
加
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和
26
年

　

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

■ 

申
込
方
法　

本
庁
高
齢
障
害
課
高

齢
福
祉
係
、
各
支
所
、
各
出
張
所
、

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
健
康
調
査
票
を

添
付
し
て
申
し
込
む

■ 

申
込
期
限　

４
／
16 

（金）

■ 

募
集
人
員　

制
限
な
し

■ 

問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
害
課
高
齢

福
祉
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
５
７

危
険
物
取
扱
者
試
験（
前
期
）

■ 

試
験
種
別　

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

■ 

願
書
受
付
期
間

・ 

書
面
申
請　
　

４
／
９
（金）
〜
20 

（火）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請

　

４
／
６
（火）
〜
17 

（土）

※ 

願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係
お
よ
び
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す

■ 

試
験
日　

６
／
13 

（日）

※ 

時
間
は
試
験
種
別
で
異
な
り
ま
す

※
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

※ 

乙
種
、
丙
種
は
資
格
制
限
な
し

■ 

試
験
会
場
（
乙
種
第
４
類
・
丙
類
）

　

 

長
門
総
合
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
２
階

※ 

甲
種
、乙
種
第
１
類
・
２
類
・
３
類
・

５
類
・
６
類
に
つ
い
て
は
長
門
市

以
外
の
他
市
で
実
施
さ
れ
ま
す

■ 
試
験
準
備
講
習
会
日
時
／
場
所

・
５
／
25 

（火）　

９

：

00
〜
16

：

00

・
５
／
26 
（水）　

９

：

00
〜
16

：

00

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

※ 

今
回
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
電
子
申
請
が
一
部
の
種
類
で
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は

（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

■ 

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
係　
　

℡
22
‐
５
２
９
６

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

の
法
定
検
査
（
７
条
検
査
・
11
条

検
査
）
お
よ
び
保
守
点
検
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す

■ 

そ
の
他

　

 

補
助
基
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事

前
に
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
４

「
長
門
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ

営
農
講
座
」参
加
者
募
集

　

新
た
に
園
芸
作
物
の
栽
培
、
出
荷

に
取
り
組
み
た
い
人
を
対
象
に
営
農

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
座
内
容

・
園
芸
栽
培
の
基
本
講
座

・
現
地
ほ
場
で
の
栽
培
実
習
（
す
い

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り

県
民
税（
第
２
期
）ス
タ
ー
ト

　

平
成
17
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
て
い

る
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税

が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

・ 

平
成
22
年
度
か
ら
５
年
間
で
、
荒

廃
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
再
生
や

繁
茂
し
た
竹
林
の
整
備
が
引
き
続

き
行
わ
れ
ま
す

・ 

新
た
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
支
援
を
行
う
事
業
な
ど
が
追

加
さ
れ
て
い
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

下
関
農
林
事
務
所
森
林
部

℡
０
８
３
‐
７
６
６
‐
１
１
８
２

障
害
者
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

長
門
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

で
は
、
障
害
者
相
互
の
交
流
を
目
的

に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

協
会
会
員
で
な
い
人
も
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
な
ら
参
加
で
き
ま
す
。

■ 

日
時　

５
／
23 

（日）10

：

00
〜
14

：

30

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
ア
リ
ー
ナ

※
上
履
き
持
参

■ 

内
容　

風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

■ 

参
加
費　

無
料

■ 

申
込
期
限　

５
／
５
（水）

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　
　

℡
22
‐
８
２
９
４

か
、
は
な
っ
こ
り
ー
、
い
ち
ご
等
）

■
開
催
期
間　

４
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
ま
で
（
月
１
回
程
度
開
催
）

■
募
集
定
員　

10
名
程
度

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

４
／
16 

（金）

■ 

申
込
方
法　

市
役
所
農
林
課
・
各

支
所
経
済
施
設
課
、
Ｊ
Ａ
長
門
大

津
営
農
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
、
長

門
農
林
事
務
所
に
て
参
加
申
込
書

に
記
入
の
う
え
提
出

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
農
林
事
務
所

農
業
部　
　
　

℡
37
‐
５
６
０
３

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す

■ 

期
間　

４
／
１ 

（木）
〜
５
／
31 

（月）

８

：

30
〜
17

：

15

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■ 

場
所　

本
庁
税
務
課
、
各
支
所

■ 

縦
覧
制
度　

評
価
が
適
正
か
ど
う

か
判
断
で
き
る
よ
う
に
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す

■ 

記
載
内
容　

所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
等

■ 

縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
同
居
の

親
族
、
共
有
者
（
連
帯
納
税
義
務

者
）、
所
有
者
の
相
続
人
、
固
定

資
産
税
の
納
税
管
理
人
、
納
税
者

か
ら
委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状

が
必
要
で
す
）

※ 

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■ 

路
線
価
等　

路
線
価
・
標
準
宅
地

の
価
格
に
つ
い
て
公
開
し
ま
す

※
公
開
場
所
は
本
庁
税
務
課

■ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の

審
査
申
し
出

　

 

４
／
１
（木）
〜
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
60
日
以
内

■ 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

死
亡
叙
勲

従
六
位
瑞
宝
双
光
章

元
長
門
市
立
通
小
学
校
校
長

  

横  

山  
治  
實  
さ
ん

（
深
川
湯
本
殿
台
）
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■
対
象
事
業

　

 

地
域
文
化
の
振
興
、
文
化
交
流
の

促
進
、
人
材
育
成
、
文
化
意
識
の

高
揚
等
を
目
的
と
し
、
事
業
内
容

が
広
域
的
な
事
業

※ 

過
去
５
年
以
内
（
平
成
17
〜
21
年

度
）
に
当
財
団
の
助
成
を
３
回
受

け
た
こ
と
の
あ
る
事
業
（
継
続
的

な
事
業
）
は
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん

■ 

募
集
期
間

３
／
１
（月）
〜
４
／
30 

（金）

■ 

対
象
事
業
の
期
間

　

 

４
／
１
（木）
〜
平
成
23
年
３
／
31
ま

で
に
行
わ
れ
る
も
の

■ 

申
込
方
法　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
事

務
局
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■ 

助
成
決
定
／
金
額

　

 

５
月
下
旬
ま
で
に
、
助
成
対
象
経

費
の
１
／
２
以
内
で
決
定
（
上
限

20
万
円
）

■ 

問
い
合
わ
せ　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

事
務
局　
　
　

℡
26
‐
６
０
０
１

平
成
22
年
度
地
域
文
化

活
動
支
援
事
業
募
集

　

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間

の
地
域
文
化
活
動
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

■ 

対
象
者　

市
内
を
主
に
活
動
の
本

拠
と
す
る
民
間
団
体
お
よ
び
個
人

「
本
当
の
体
力
づ
く
り
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

楽
し
い
実
技
指
導
を
交
え
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
運
動
を
す
る

き
っ
か
け
作
り
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■ 

日
時　

５
／
１
（土）13

：

00
〜
15

：

15

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
会
議
室

※
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

■ 

対
象　

ど
な
た
で
も

■ 

定
員　

20
人

■ 

講
師　

山
部
巧
（
健
康
運
動
指
導

士
・
こ
う
ぶ
ん
会
会
員
）

■ 

受
講
料　

500
円

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
交
流
文
化
協
会

　

℡
０
８
３
‐
２
４
６
‐
７
２
５
７

北
浦
自
然
観
察
会

　

北
浦
自
然
観
察
会
で
は
次
の
行
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
申
込
は
当
日

の
３
日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

萩
市
黒
川
鴻
ヶ
岳
・
高
ノ
坂
山
・
高

子
犬
・
子
ね
こ
の
譲
渡
会

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「
子
犬
・
子
ね
こ
の
譲
渡
会
」
お
よ
び

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

子
犬
・
子
ね
こ
の
譲
渡
会

■ 

開
催
日

　

４
／
25 

（日）
、５
／
23 

（日）
、６
／
27 

（日）

　

７
／
25 

（日）
、８
／
22 

（日）
、９
／
23 

（木）

　

10
／
24 

（日）
、11
／
28 

（日）
、12
／
19 

（日）

　

１
／
23 

（日）
、２
／
27 

（日）
、３
／
27 

（日）

■ 

時
間
（
９
／
23
除
く
）

・
申
込
受
付　
　

９
：

30
〜
10

：

00

・
譲
渡
者
決
定
お
よ
び
講
習
会

10

：

00
〜
11

：

30

犬
の
し
つ
け
方
教
室

■ 

開
催
日

　

４
／
25 

（日）
、５
／
23 

（日）
、６
／
27 

（日）

　

９
／
23 

（木）
、10
／
24 

（日）
、11
／
28 

（日）

　

２
／
27 

（日）
、３
／
27 

（日）

■ 

時
間
（
９
／
23
除
く
）

13

：

30
〜
15

：

30

■ 

内
容　

講
義
お
よ
び
実
技

■ 

そ
の
他　

飼
い
犬
同
伴
で
受
講
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
事
前
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す

共
通
事
項

■ 

開
催
場
所

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

■ 

そ
の
他

・ 

９
月
23
日
は
「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス

タ
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
時

間
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

・ 

や
む
を
得
ず
中
止
・
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

・
料
金
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す

・ 

譲
渡
目
的
の
た
め
、一
般
の
人
が

飼
い
犬
・
ね
こ
等
を
持
ち
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

・ 

犬
の
し
つ
け
方
教
室
に
参
加
し
た

飼
い
犬
に
は
、
登
録
と
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
お
よ
び
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
必
要
で
す

■ 

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団

第
４
回
演
奏
会

　

藤
田
卓
也
さ
ん
を
お
招
き
し
て
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

■ 

日
時　

４
／
29 

（木）　

14

：

00
〜

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■ 

入
場
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金
子
み
す
ゞ
顕
彰
会

℡
26
‐
４
７
１
２

文化施設の休館日・入館料が変わります
　平成22年4月から市内にある4つの文化施設（金子みすゞ 記念館・香月泰男美術館・くじら資料館・
村田清風記念館）の休館日や入館料の取り扱い、共通券の種類が変わります。また、市民は身分証明
書等の提示により、入館料が無料となります。
　これを機会に市内の文化施設を訪れ、郷土の文化に親しんでみてはいかがでしょうか。

■市民の入館料が無料になります
　各施設の受付窓口で身分証明書等を提示することで、入館料が無料となります。
　対象 : 市民および市内の学校に通学する人
　 身分証明書の種類 : 運転免許証・健康保険証・生徒手帳・学生証・住民基本台帳カード・その他公的
機関が発行する証明書等
　※身分証明書等の提示がない場合は、有料となりますのでご注意ください。

■お得な４館共通入館券を発行します
・販売価格　一般700円／高校生以下300円（通常料金　一般1,250円／高校生以下550円）
・発売開始　４月10日から

問い合わせ　企画政策課市民活動推進室　℡２３-１１１５

■休館日が変更になります

施設名
改正前 改正後

定期休館 年末年始 定期休館 年末年始

金子みすゞ記念館 毎週最終火曜日 12／ 29 ～１／１ なし 12／ 29 ～１／１

香月泰男美術館 毎週月曜日

12／ 29 ～１／３
毎週火曜日

 ※ 祝日の場合は翌
日休館

12／ 29 ～１／３く じ ら 資 料 館 毎週火曜日

村田清風記念館 毎週月曜日

■入館料が変更になります 　※（　）内は団体料金

施設名
改正前 改正後

一般 大学生 高校生以下 一般 高校生以下

金子みすゞ 記念館 350 円
（300 円）

350 円
（300 円）

150 円
（100 円） 変更なし 変更なし

香月泰男美術館 500 円
（400 円）

300 円
（240 円） 無料 500 円

（400 円）
200 円
（150 円）

く じ ら 資 料 館 200 円
（160 円）

200 円
（160 円）

100 円
（80 円） 変更なし 変更なし

村田清風記念館 200 円
（160 円）

100 円
（80 円） 無料 200 円

（160 円）
100 円
（80 円）

山
口
県
土
木
防
災
情
報

メ
ー
ル
配
信
開
始

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
通
じ
て

県
内
の
雨
量
、
河
川
水
位
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
、
気
象
情
報
等
の
防
災

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
メ
ー
ル
配

信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
４
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。
洪
水
時
等
の
円
滑
で
迅
速

な
避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
登

録
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

登
録
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
パ
ソ
コ
ン
版

　

 http://y-bousai.pref.
yam
aguchi.lg.jp/

・
携
帯
電
話
版

　

 http://y-bousai.pref.
yam
aguchi.lg.jp/k/

■ 

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
河
川
課

　

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
７
０

陸
上
自
衛
隊
第
13
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト

■ 

日
時　

４
／
15 
（木）　

18

：

30
〜

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■ 

入
場
料　

無
料

※ 

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

で
お
求
め
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
が
と

℡
22
‐
３
２
５
４

佐
下
・
辻
山
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
等

■
開
催
日　

４
／
４
 （日）

■
集
合
場
所
／
時
間　

　

萩
市
中
央
公
園
駐
車
場
／
８

：

30

■
参
加
費　

７
０
０
円

春
の
山
野
草
料
理
教
室
・
萩
市
21
世

紀
の
森

■
開
催
日　

４
／
11 

（日）

■
集
合
場
所
／
時
間

　

萩
市
中
央
公
園
駐
車
場
／
９

：

00

■
参
加
費　

２
、０
０
０
円

島
根
県
奥
出
雲
町
船
通
山
・
カ
タ
ク

リ
大
群
生
地

■
開
催
日　

５
／
２
 （日）

■
集
合
場
所
／
時
間

　

萩
市
中
央
公
園
駐
車
場
／
４

：

30

■
参
加
費　

４
、０
０
０
円

岩
国
市
錦
町
県
指
定
天
然
記
念
物
大

原
の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

■
開
催
日　

５
／
16  

（日）

■
集
合
場
所
／
時
間

　

萩
市
中
央
公
園
駐
車
場
／
７

：

00

■
参
加
費　

３
、５
０
０
円

岩
国
市
錦
町
寂
地
山

■
開
催
日　

６
／
20  

（日）

■
集
合
場
所
／
時
間

　

萩
市
中
央
公
園
駐
車
場
／
６

：

30

■
参
加
費　

３
、５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

北
浦
自
然
観
察
会
（
永
井
）

　

℡
０
９
０
‐
８
２
４
０
‐
９
７
８
５



●
入
場
料

　

一　

般
／
１
、０
０
０
円

（
当
日
１
、３
０
０
円
）

　

小
学
生
〜
高
校
生
／
８
０
０
円

（
当
日
１
、０
０
０
円
）

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

発
売
中

● 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
、
ウ
ェ
ー

ブ
ほ
か

第
１
回 

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

　

平
成
21
年
度
に
開
催
さ
れ
た
県
大

会
以
上
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

入
賞
し
た
長
門
市
お
よ
び
近
郊
の
児

童
・
生
徒
が
大
集
合
！

●
と
き　

４
／
４  

（日）　

14

：

00
〜

●
入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

●
ゲ
ス
ト
演
奏　

前
田 

勝
則

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

開
館
７
周
年
記
念

記
念
チ
ケ
ッ
ト
発
行

　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
は
来
る
4
月

11
日
で
開
館
7
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
を
記
念
し
、
記
念
入
館
券
を
発

2010. ４.1 2627

乳
児
健
康
診
査

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
月
〜
金
曜
日　

８

：

30
〜
17

：

00

　
　
　

土
曜
日　

８

：

30
〜
12

：

00

※
４
／
29  

（木）
は
休
み

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

●
３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

・
毎
週
火
曜
日　

13

：

00
〜
14

：

30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
４
／
１
（木）
、
15 

（木）
、
22 

（木）

  

13

：

00
〜
14

：

30

共
通
事
項

● 

必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
と

乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

20
年
９
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

４
／
14  

（水）

 

13

：

00
〜
13

：

30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の   

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

19
年
３
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

４
／
27  

（火）

 

13

：

00
〜
13

：

30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の   

母
子
健
康
手
帳
等

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

（
要
予
約
）

●
対
象　

妊
婦

●
日
時　

４
／
14  

（水）

  

13
：

30
〜
14

：

00

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
日
時
・
場
所 

・
毎
週
木
曜
日　

９

：

00
〜
11

：

30

　
　
　
　
　
　

13

：

00
〜
15

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
７
（水）　
　

９

：

00
〜
11

：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
４
／
７
（水）　
　

13

：

00
〜
15

：

00

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
７
（水）　
　

  

９

：

30
〜
11

：
30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
４
／
８ 

（木）　
　

９

：

00
〜
12

：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
12 

（月）　
　

９
：

30
〜
11

：

30

　

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
４
／
20 

（火）　
　

９

：

30
〜
11

：

30

　

向
津
具
公
民
館

・
４
／
23 

（金）　
　

９

：

30
〜
11

：

30

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
・
場
所

・
４
／
２
（金）　
　

９

：

30
〜
11

：

30

　
　
　
　
　
　

13

：

00
〜
15

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
２
（金）　
　

10

：

00
〜
11

：

30

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
７ 

（水）　
　

10

：

00
〜
11

：

30

　

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
４
／
16 

（金）　
　

９

：

30
〜
11

：

30

　
　
　
　
　
　
　

13

：

00
〜
15

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
21 

（水）　
　

９

：

30
〜
11

：

30

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
４
／
23 

（金）　
　

９

：

30
〜
11

：

00

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

麻
し
ん
風
し
ん

混
合
予
防
接
種

　

平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
に
限

り
、
中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
が
、
公
費
負
担

に
よ
る
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
の
対
象
に
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
人
か
ら
人

へ
感
染
し
や
す
く
、
死
に
至
る
こ
と

も
あ
る
重
大
な
病
気
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
対
象
者

・ 

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
人
（
平

成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
※
各
中
学
校
を

通
じ
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

・ 

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
人
（
平

成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
※
今
月
中
旬
ま

で
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

小
児
マ
ヒ（
ポ
リ
オ
）

ワ
ク
チ
ン
接
種

● 

対
象　

生
後
３
カ
月
か
ら
７
歳

６
ヵ
月
未
満
児
（
な
る
べ
く
生
後

３
ヵ
月
〜
１
歳
６
ヵ
月
ま
で
に
済

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

健
康
診
査

相 

談

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

開
館
10
周
年
記
念
特
別
企
画

ル
ネ
ッ
サ
映
画
ま
つ
り

『
め
ぐ
み
‐
引
き
裂
か
れ
た
家
族
の
30
年
』

　

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
生
存
を
信
じ

続
け
、
闘
い
続
け
る
家
族
の
愛
と
勇

気
の
物
語
。

●
と
き　

４
／
24  

（土）

　

①
10

：

00  

②
13

：

30  

③
18

：

30

『
沈
ま
ぬ
太
陽
』

　

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
！
見
る

も
の
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
感
動
巨
編
！

●
と
き　

４
／
25  

（日）

　

①
10

：

00  

②
14

：

30

『
ア
バ
タ
ー
』（
通
常
版
）

　

興
行
収
入
歴
代
第
１
位
！
第
82
回

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
３
部
門
受
賞
！

●
と
き　

５
／
１  

（土）

　

①
10

：

00  

②
13

：

30  
③
18

：

00

『
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
』

　

美
し
く
も
凶
暴
な
海
と
命
の
物
語
。

●
と
き　

５
／
２  

（日）

　

①
10

：

00  

②
13

：

00  

③
15

：

30

行
し
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
金
子
み
す
ゞ
「
仙

崎
八
景
」
の
一
つ
「
波
の
橋
立
」
の

詩
と
昭
和
初
期
の
現
地
の
写
真
を
印

刷
し
、「
し
お
り
」
と
し
て
使
用
で

き
ま
す
。

●
配
布
日  

４
／
11 

（日）
〜

※
無
く
な
り
次
第
終
了

●
配
布
枚
数　

３
、０
０
０
枚

● 

入
館
料　

一　
　

般　

３
５
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

１
５
０
円

※
長
門
市
民
無
料（
要
身
分
証
明
書
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
企
画
展

『
ふ
る
さ
と
讃
歌
』

　

香
月
泰
男
美
術
館
は
、
２
０
１
１

年
７
月
の
香
月
泰
男
生
誕
１
０
０
年

に
向
け
て
、
館
内
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

●
会
期　

４
／
10 

（土）
〜
７
／
11 

（日）

●
開
館
時
間　

９

：
00
〜
17

：

00

（
入
館
は
16

：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

 

・
一　
　

般 

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

 

・
小
中
高
生 

２
０
０
円（
１
５
０
円
）

・
未
就
学
児
無
料

※
長
門
市
民
無
料（
要
身
分
証
明
書
）

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

℡
26
‐
５
１
５
５

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

● 
投
与
回
数　

41
日
以
上
の
間
隔
で

２
回
（
春
と
秋
の
２
回
接
種
を
実

施
し
ま
す
）

●
日
時
・
場
所

・
４
／
８
（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
15 

（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
５
／
６ 

（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
５
／
13 

（木）　
　

13

：

20
〜
13

：

50

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
５
／
27 

（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

・
体
温
は
接
種
会
場
で
測
り
ま
す

・ 

母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い

※ 

平
成
22
年
度
「
予
防
接
種
の
受
け

方
・
母
子
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

 

■
問
い
合
わ
せ

・
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
２

・
三
隅
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

℡
43
‐
２
４
４
４

・
日
置
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

℡
37
‐
２
１
９
３

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

自
衛
官
採
用
試
験
・
説
明
会

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

の
人
（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
）

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

含
む
）
は
28
歳
未
満

■
試
験
日　

５
／
15 

（土）

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

・
歯
科　

専
門
の
大
学
卒
業
の
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
人

・
薬
剤
科　

専
門
の
大
学
卒
業
の
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

含
む
）
は
28
歳
未
満

■
試
験
日　

５
／
15 

（土）

一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

■
試
験
日　

５
／
22 

（土）

共
通
事
項

■
受
付
期
間　

４
／
１
（木）
〜
５
／
10  

（月）

自
衛
官
説
明
会

■
日
時　

４
／
29 

（木）10

：

00
〜
15

：

00

■
場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■
内
容　

制
度
、
給
与
、
仕
事
内
容
等

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

長
門
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

第
32
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
を
２

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。
公

民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
が
、
活
動
の
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い

披
露
し
ま
す
。
ご
来
場
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

４
／
24 

（土）
、
25 

（日）

９

：

00
〜
16

：

00

※
ス
テ
ー
ジ
発
表　

10

：

30
〜

■ 

内
容　

作
品
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
＆
お
楽
し
み
抽
選
会
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー

■ 

会
場　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
市
中
央
公
民

館
事
務
室　
　

℡
23
‐
１
１
８
１

 

４
月
の
開
催
の
お
知
ら
せ

 

■
日
時　

４
／
11 

（日）  

９

：

00
〜

 

■
場
所　

仙
崎
魚
市
場

 

■
今
月
の
イ
チ
オ
シ　

マ
ダ
イ

 

■ 

問
い
合
わ
せ

 　

び
ぃ
び
ぃ
朝
市
事
務
局　

 　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
４
５

  

仙
崎
魚
市
場

び
ぃ
び
ぃ
朝
市
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1

長門市教育委員会
生涯学習スポーツ振興課
文化財保護室
 ☎  23-1264

1

1

vol.１

な
が
と
の

歴
史
と
文
化
財

　

台
場
に
設
置
し
よ
う
と
し
た
大

砲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
豊
浦
郡
神
田
岬
台

場
に
据
え
付
け
予
定
の
大
砲
３
挺

が
一
貫
目
玉
筒
、
五
百
目
玉
筒
、

三
百
目
玉
筒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
規
模
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

吉
田
松
陰
は
萩
藩
の
命
に
よ
り
、

嘉
永
２
年
（
一
八
四
九
）
７
月
７
日
、

海
路
で
瀬
戸
崎
を
出
発
、
青
海
島

か
ら
油
谷
島
を
巡
り
人
丸
社
に
詣

で
３
日
間
の
北
浦
巡
検
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、萩
藩
主
毛
利
敬
親
は
、

海
岸
防
備
が
緊
急
を
要
す
る
た
め
、

江
戸
よ
り
早
期
帰
国
し
、
嘉
永
３

年
10
月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け
て

陸
路
で
向
津
具
半
島
を
中
心
に
巡

視
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
は
、
日
本
国
と
し
て

は
幕ば

く
は
ん藩
体
制
の
崩
壊
寸
前
と
西
洋

列
国
か
ら
の
外
圧
に
よ
る
内
憂
外

患
の
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

油
谷
向
津
具
下
に
台
場
跡
が
あ

る
。
大
砲
の
台
場
構
築
の
発
端
は

天
保
13
年
（
一
八
四
三
）
幕
府
の
発

し
た
海
防
強
化
令
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
前
年
に
勃
発
し
た
中
国
の
ア

ヘ
ン
戦
争
、
そ
の
後
日
本
へ
の
異

国
艦
船
の
来
襲
に
よ
る
危
機
感
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
長
州
藩
に
お

い
て
も
海
防
体
制
が
急
務
と
な
り

翌
14
年
９
月
に
は
「
北
浦
異い

せ
ん船
襲

来
之
節
御
手
配
」で
永
代
家
老
福
原

親
俊
が
着
任
、
さ
ら
に
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
７
月
、
先
大
津
辺
沿

海
警
衛
惣そ

う
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
に
、
阿
川
毛
利
家

14
代
親
彦
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い

る
。
前
・
先
大
津
で
は
台
場
10
ヵ

所
構
築
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　

特
に
向
津
具
は
、「
海
中
に
三

里
程
張
出
、
そ
の
内
湾
は
大

お
お
み
な
と湊
の

形
を
な
し
是こ

れ
ま
た又
肝
要
で
あ
る
」
と

さ
れ
、「
油
谷
島
之
泊
崎
、
大
浦

之
羅ら

か
ん
や
ま

漢
山
、
平ひ

ら
ぼ
う坊
之
端
、
久
津
之

二
尊
院
下
浜
手
」
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。
弘
化
３
年
（
一
八
四
六
）
二

尊
院
下
浜
と
大
浦
羅
漢
山
の
用

地
の
買
上
げ
が
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
代
金
は
二
尊
院
下
浜
で
約
10

坪
銀
350
目
（
米
換
算
５
俵
余
）
で

あ
っ
た
。
で
は
、
泊
り
台
場
は
ど

う
か
。
買
上
げ
代
金
の
記
載
は
な

く
、
構
築
年
月
も
不
明
で
あ
る
が
、

他
の
買
上
げ
年
代
か
ら
し
て
弘
化

４
年
〜
嘉
永
２
年
（
一
八
四
七
〜

一
八
四
九
）
頃
が
想
定
で
き
る
。

泊と

ま

り
台だ

い

ば場
跡

No.35

泊り台場跡（油谷島）

●

泊り

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

2月 0 0 1 0

平成22年計 3 0 1 0

21年同時期 1 0 1 0

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は
楽
し
く
安
全
に

　

気
象
・
海
象
条
件
が
良
く
な
り
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
が
、
各
地
で

海
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆ 

出
港
前
に
は
必
ず
、「
船
体
・
機
関
の
点
検
」

「
気
象
・
海
象
の
確
認
」「
水
路
調
査
」を
。

◆ 

釣
り
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、
周
囲
の
見

張
り
が
疎
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
常
時
適

切
な
見
張
り
を
行
い
、
早
め
の
衝
突
回
避

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

岸
壁
や
磯
場
か
ら
釣

り
を
す
る
方
は
、
救

命
胴
衣
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

救命胴衣の着用を！

アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）

４／３（土）13：30～　　
「ファーブル昆虫記⑧」　

（40分）

４／24（土）13：30～　　
　　　　　「トムとジェリー　　　　

アカデミーコレクション」
　（100分）

定例行事
 ・紙芝居の会（展示室）  
 ４/３（土）・17（土） 15：00 ～　 

 ・おはなしポケット（展示室）
４/10（土） 15：00 ～　

 ・絵本を楽しむ会（展示室）     
 ４/15（木） 10：30 ～　

 ・たまごの会(展示室)
４/23（金） 10：30 ～　

 ・おはなしの会（展示室）
 ４/24（土） 15：00 ～　

  ・長門読書会（研修室）
 ４/10（土） 13：30 ～　

 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ４/10（土） ・24（土） 15：00 ～　

移動図書館車

ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ４ / ８（木）・22（木）
　Ｂコース　 ４ /14（水）・28（水）
　Ｃコース　 ４ / ９（金）・23（金）

今月のオススメ本
　『絶対貧困　世界最貧民の目線』

石井光太／著　　　
光文社／出版　　

 　“絶対的貧困”と呼ばれる、
１日１ドル以下で暮らす人々。 
全世界の5分の1にも相当す
る彼らは、どのように人とし
て生活しているのか。

 　彼らと寝起きを共にした著
者による貧困を多面的に捉え

た“貧困学”講義。統計には決して表れない貧
困地域の実態が見えてくる。

４
／
29  

（木）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

　

４
／
29  

（木）
は
昭
和
の
日
で
祝
日
で
す
が
、

両
館
と
も
開
館
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
の
コ
ー
ス
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　

今
月
か
ら
、
Ｂ
コ
ー
ス
と
Ｃ
コ
ー
ス
の
停

車
場
所
・
時
間
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

夜
間
返
却
ポ
ス
ト
の
利
用
に
つ
い
て

　

図
書
館
玄
関
横
の
夜
間
返
却
ポ
ス
ト
利
用

時
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

ポ
ス
ト
返
却
で
き
る
の
は
、
本
館
・
分
館
・

移
動
図
書
館
の
本
と
雑
誌
の
み
で
す

※ 

Ｃ
Ｄ
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
破
損
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
返
却
で
き
ま
せ
ん

② 

図
書
館
開
館
時
間
中
は
、
返
却
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
資
料
を
お
持
ち
下
さ
い

③ 

長
門
市
立
図
書
館
以
外
の
本
を
投
函
さ
れ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い

◆ 

投
函
前
に
も
う
一
度
、
長
門
市
立
図
書
館

の
本
か
、
本
の
間
に
大
事
な
書
類
が
は
さ

ま
っ
て
な
い
か
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
新
着
案
内
☆

（
本
館
）  「
親
鸞
（
上
・
下
）」
五
木
寛
之
、「
花

世
の
立
春
」
平
岩
弓
枝
、「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ロ
ー

ズ
」
新
堂
冬
樹
、「
拮
抗
」
デ
ィ
ッ
ク
・
フ

ラ
ン
シ
ス
、「
逃
げ
の
一
手
」
ま
ど
み
ち
お
、

「
な
ぜ
手
取
り
は
こ
ん
な
に
少
な
く
な
る
の

か
」
福
田
稔 

ほ
か
（
ゆ
や
分
館
）  「
ご
っ
つ

い
奴
」
江
上
剛
、「
夜
明
け
の
橋
」
北
重
人
、

「
お
ぼ
ろ
月
」
谷
村
志
穂 

ほ
か

���� ���������������������������� �

���� ���������������������������� �

���� �������������������������� �

���� �������������������������� �
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立中央図書館　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐４月の休館日‐
 本　　館　 ５(月)・７(水)・12(月)・19(月)・
　　　　　 26(月)
 ゆや分館　 ５(月)・12(月)・19(月)・26(火)

停
車
場
所

停
車
時
間

Ｂコース

向
陽
小
学
校

９

：

00
〜
９

：

35

ゆ
も
と
苑

９

：

45
〜
10

：

05

旧
大
畑
小
学
校

10

：

20
〜
10

：

40

真
木
公
会
堂
前

10

：

55
〜
11

：

30

俵
山
小
学
校

13

：

00
〜
13

：

20

俵
山
幼
児
園

13

：

30
〜
13

：

45

六
角
堂
駐
車
場

14

：

10
〜
14

：

20

み
の
り
保
育
園

14

：

40
〜
15

：

10

Ｃコース

神
田
小
学
校

９

：

00
〜
９

：

30

黄
波
戸
保
育
園

９

：

35
〜
９

：

45

日
置
小
学
校

９

：

55
〜
10

：

40

日
置
保
育
園

10

：

50
〜
11

：

10

久
津
保
育
園

11

：

35
〜
11

：
50

大
浦
保
育
園

12

：

00
〜
12

：
15

向
津
具
小
学
校

13

：
00
〜
13

：

35

宇
津
賀
出
張
所
前

13

：
55
〜
14

：

15

旧
伊
上
小
学
校

14
：

35
〜
14

：

55

■移動図書館車運行表（Ｂ・Ｃコース）

【巡回日】 Ａコース…第１・３木曜日、Ｂコース…第２・
第４水曜日　Ｃコース…第２・第４金曜日

　

千
畳
敷
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
と
、

ゆ
か
い
な
ク
イ
ズ
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
づ
く
り

歩
け
歩
け
大
会

◆ 

申
込
期
限　

４
／
14 

（水）

◆ 

申
込
方
法

　

 

３
人
〜
５
人
を
１
組
と
し

て
、
改
善
セ
ン
タ
ー
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て

い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
の
参
加
も
可
能

◆ 

そ
の
他

　

 

雨
天
中
止
は
当
日
７
時
に
決

定
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

◆ 

問
い
合
わ
せ

　

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

℡
37-

２
３
４
０

◆
開
催
日　

４
／
25 

（日）
※
雨
天
中
止

◆ 

コ
ー
ス　

日
置
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
集
合
場
所
）

か
ら
千
畳
敷
ま
で

◆
距
離　

約
７
㎞

◆
日
程

　

８

：

30
〜　

集
合
・
受
付

　

９

：

00
〜　

開
会
式

　

９

：

15
〜　

出
発

　

昼
食
・
休
憩

　

 

12

：

30
〜　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
な
ど

　

14

：

00
〜
奉
仕
作
業

　

14

：

10
〜
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

　

14

：

30
〜
閉
会
式

　

14

：

40
〜
現
地
解
散

※ 

現
地
解
散
後
は
、
改
善
セ
ン

タ
ー
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

送
り
ま
す

◆ 

持
参
す
る
物　

弁
当
、水
筒
、

タ
オ
ル
等



長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［2月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
２（３）

林　野
０（１）

車　両
0（０）

船　舶
0（0）

その他
１（２）

134
（296）

合　計
３（６）

2010.4.1 30

　

平
成
23
年
の
国
民
体
育
大
会
「
お

い
で
ま
せ
!
山
口
国
体
」
で
は
、「
正

式
競
技
」、「
公
開
競
技
」
と
あ
わ
せ

て
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
（
通
称

:

デ
モ

ス
ポ
）」
を
実
施
し
ま
す
。

デ
モ
ス
ポ
と
は
？

　

デ
モ
ス
ポ
は
、
正
式
競
技
に
な
っ

て
い
な
い
競
技
の
普
及
を
目
的
に
県

民
を
対
象
に
行
う
行
事
で
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
国
体
に
参
加
す
る

機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
親
し
ん
で
い

る
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
力
を
試
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。 

こ
れ
を
機
会
に
皆
さ
ん
も
国
体

選
手
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

長
門
市
で
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

デ
モ
ス
ポ
に
参
加
し
、
幅
ひ
ろ
い
世

代
の
方
と
交
流
を
深
め
、
国
体
に
参

加
し
た
感
動
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

無
料
体
験
試
乗
会
開
催

　

長
門
市
で
の
開
催
競
技
『
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
』
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
デ
モ
ス
ポ
の

国
体
選
手
と
し
て
「
お
い
で
ま
せ
！

山
口
国
体
」
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
無
料
体
験
試

乗
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
／
16 

（日）

　

・
午
前
の
部　

９

：

00
〜

　

・
午
後
の
部　

13

：

30
〜

※ 

時
間
は
各
部
と
も
２
時
間
程
度
の

予
定
で
す

■ 

場
所　

伊
上
海
浜
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場

■ 

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

■ 

募
集
人
員　

各
部
と
も
15
名
（
先

着
順
）

■
申
込
期
日　

５
／
11 

（火）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
観
光
課
観
光
振
興
係

℡
23
‐
１
１
３
７

‐国体推進課‐
℡ 37‐2188
ホームページ
http://www.city.
nagato.yamaguchi.jp/
̃kokutai/

　山口国体
マスコットキャラクター
“ちょるる "

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体 

長
門
市
実
行
委
員
会
広
報 

No.13

あ
な
た
も
国
体
選
手
に
！

　

４
月
は
進
学
、
就
職
、
配
置
転
換

な
ど
で
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

季
節
で
す
。
環
境
が
変
わ
る
と
、
新

し
い
生
活
に
慣
れ
る
た
め
に
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
負
担
が
か
か
り
、

そ
れ
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て

心
身
に
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
大

変
な
と
き
に
が
ん
ば
る
た
め
に
は
、

体
力
と
気
力
が
必
要
で
す
。
あ
な
た

は
、
か
ら
だ
と
心
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
か
？

睡
眠

　

睡
眠
は
、
体
力
と
気
力
を
回
復
さ

せ
ま
す
。
睡
眠
時
間
を
十
分
確
保
し

て
、
心
と
体
を
休
め
ま
し
ょ
う
。

　

眠
ろ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
眠
れ

な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
眠
れ
な

い
か
ら
と
お
酒
に
頼
る
の
は
禁
物
で

す
。
お
酒
は
睡
眠
の
質
を
落
と
す
だ

け
で
な
く
、
体
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
慣

れ
、
徐
々
に
飲
酒
量
が
増
え
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

食
事
と
休
憩

　

食
事
の
時
間
は
で
き
る
だ
け
確
保

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
意
識
し
て
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
や
休
憩
の
時
は
、
目
の
前
の

課
題
を
脇
に
置
き
、
頭
を
切
り
換
え

ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
う
が
、
頭
の
働

き
が
よ
く
な
り
ま
す
。

体
を
動
か
す

　

少
し
体
を
動
か
す
と
、
体
の
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
、血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
深
呼

吸
、
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
な
ど
を
ま

ず
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

話
を
す
る

　

誰
か
に
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
相
談
電
話
に
か

け
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
早
め
の
受
診
を

　

強
い
ス
ト
レ
ス
の
中
で
無
理
を
続

け
て
い
る
と
、眠
れ
な
く
な
っ
た
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
体
力

だ
け
で
な
く
気
力
ま
で
も
弱
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

大
変
な
時
こ
そ
〜 

か
ら
だ
と
心
を
大
切
に

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

　
「
疲
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
眠
れ

な
い
」、「
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
少

し
て
い
る
」、「
考
え
が
堂
々
巡
り

に
な
り
先
に
進
ま
な
い
」
と
い
っ
た

状
態
が
続
く
と
き
は
、
早
め
に
専
門

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

お

近
く
の
専
門
医
療
機
関
の
情
報
は
、

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡
22
‐

２
８
１
１
）
ま
た
は
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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皆
さ
ん
は
「
消
火
栓
」
や
「
防

火
水
槽
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
れ
ら
は
消
火
活
動
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
消
防

車
が
使
用
す
る
水
を
供
給
す
る
も

の
で
す
。

　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は

道
路
脇
や
道
路
上
な
ど
に
設
置

さ
れ
、
標
識
を
掲
げ
て
い
る
も
の

や
、
路
上
や
蓋
に
マ
ー
ク
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
消
防
水
利
に
つ
い
て

消
防
署
で
は
、
い
つ
ど
こ
で
火
災

が
発
生
し
て
も
直
ち
に
対
応
で
き

る
よ
う
定
期
的
に
調
査
や
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
水
利
付
近
で
の
駐
車
は
、

消
火
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

道
路
交
通
法
で
駐
車
を
禁
止
し

て
い
る
場
所
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内

・
防
火
水
槽
か
ら
５
ｍ
以
内

・ 

指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、
井 

戸
等
）
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て 

い
る
位
置
か
ら
５
ｍ
以
内

　

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
に
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
水
利
付
近
で
の
駐
車
に
つ
い
て

こ
ん
に
ち
は

体
育
指
導
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

℡
23
‐
１
２
９
５

ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
新
た
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り

の
一
助
と
な
る
よ
う
研
究
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
」
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
の
年
で
あ
り
、
５
月
に
俵

山
多
目
的
交
流
広
場
で
「
ラ
グ

ビ
ー
大
会
」
が
、
７
月
に
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
で
「
空
手
道
大
会
」

等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
体
育
指

導
委
員
も
山
口
国
体
の
成
功
に

向
け
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
の
体
育
指
導
委
員
の

主
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
が
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教

室
で
す
。
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
誰

で
も
親
し
み
や
す
く
、
楽
し
く

で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、

９
月
か
ら
東
部
地
区
（
長
門
・

三
隅
）
と
西
部
地
区
（
日
置
・
油

谷
）
で
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
開
催
し
、

延
べ
約
３
０
０
人
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
今
年
度
も
継
続

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
が
「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
創
設
の
推
進

で
す
。
こ
の
「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
は
、
だ
れ
で

も
、い
つ
で
も
、
世
代
を
超
え
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
こ
と
で
、
県
内
各
地
で

誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、「
ク
ラ
ブ
ネ
ッ
ツ

大
畑
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
活

動
が
認
め
ら
れ
昨
年
度
生
涯
ス

　おいでませ！山口国体のリハーサル大会となる「第53
回中国高等学校ラグビー大会」の山口県予選会が始まり
ます。
　リニューアルした俵山多目的交流広場を舞台に、県内
の各チームが中国大会へのキップを手にするた
めに、熱戦を繰り広げます。選手たちの熱い戦
いをご覧ください。

  ■日時　４月17日（土）　11：００キックオフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１試合）

ラグビーフットボール中国大会 県予選始まる ◆各種電話相談窓口◆
『心の健康電話相談』　℡ 0835‐27‐3388
　心の健康全般に関する相談電話です。
　月～金（祝日除く）9：30 ～ 16：30
『いのちの情報ダイヤル絆』　℡ 0835‐22‐3321
　 「生きていることがつらい」と悩んでいる方やその
ご家族の方の相談電話です。
　火・金（祝日除く） 9：00 ～ 16：30
『こころの救急電話相談』　0836‐58‐4455
　 精神科受診など早急な対応に関する相談電話です。
（24時間対応）

ミニテニス教室の様子
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「ながとの めぐみを めしあがれ」
長門地域地産・地消推進委員会

栄養価（１人分）
エネルギー…235kcal
たんぱく質…27.6g
脂　　　質…5.0g
塩分相当量…1.7g

ほっちゃテレビ放送予定

４／11（日）・４／16（金）

月／日 曜 当　番　医 電話番号

４／４ 日
福永医院 22-1451

岡田病院 23-0033

４／11 日
斎藤医院 22-0826

斎木病院 26-1211

４／18 日
清水医院 32-0056

長門総合病院 22-2220

４／25 日
桑原医院 43-0010

岡田病院 23-0033

４／29 木
天野内科胃腸科医院 22-2210

斎木病院 26-1211

５／２ 日
木村クリニック 32-0008

長門総合病院 22-2220

５／３ 月
持山医院 22-1555

岡田病院 23-0033

５／４ 火
岡田クリニック 22-2717

斎木病院 26-1211

５／５ 水
しみず循環器科内科医院 22-2205

長門総合病院 22-2220

水道修繕当番店（4月）
地　区 公　道　部 邸　内　部

長門地区 ㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

㈱大工燃料工業所
℡ 22-2219

三隅地区 森永水道㈱
℡ 43-0552

山本設備
℡ 43-0295

日置地区 ㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

㈱大工燃料工業所
℡ 22-2219

油谷地区 ㈱おきた
℡ 32-1034

㈱おきた
℡ 32-1034

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

４ 月のカレンダー 2010 April ４

●イベント　●相談・健診

休日当番医 消費者トラブルＱ＆Ａ

昨年購読契約をしたＡ新聞が昨日から入り
始めました。購読中のＢ新聞の契約期間が

まだ残っていて二重になるので、Ａ新聞との契約
を解約したいのですが可能でしょうか。

　新聞の契約では、契約期間を思い違い
して他の新聞と重複して契約してしまった

り、長期にわたる契約を中途解約しようとしてト
ラブルとなったりする事例が多くあります。
　訪問販売による新聞購読の契約は、契約書面を
受け取った日から８日以内であればクーリング・
オフの対象期間として無条件で解約することがで
きます。しかし、購読が後日に開始される契約を
した場合、実際に新聞が入り始めた時にはクーリ
ング・オフの対象期間を過ぎていることが多く、
消費者が一方的に解約することはできません。解
約には販売店の承諾が必要ですし、違約金の支払
いを求められることもあります。解約や購読期間
等契約条件の変更を、販売店と粘り強く交渉しま
しょう。
　トラブルを避けるためには、契約する前に、現
在の契約状況をよく確認し、契約期間等が妥当か、
慎重に検討することが大切です。

新聞購読に関するトラブル

Ｑ

Ａ

問い合わせ　企画政策課市民活動推進室　℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡083-924-0999

１ 木

２ 金

３ 土

４ 日
●湯本温泉まつり／湯本温泉／９時～

５ 月
●行政相談／日置地域福祉センター／９時～12時

６ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

７ 水
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時

８ 木
●市内小・中学校入学式（深川小除く）
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時　

９ 金
●深川小学校入学式

10 土
●香月泰男美術館リニューアルオープン企画展「ふるさと讃歌」／香月泰男美術館／７月11日まで

11 日
●仙崎魚市場びぃびぃ朝市／仙崎魚市場／９時～　

12 月

13 火
●行政相談／油谷中央公民館／10時～12時　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

14 水
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時

15 木
●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約

16 金

17 土
●俵山温泉祭り／俵山温泉／10時～
●第53回中国高等学校ラグビー大会／俵山多目的交流広場／11時～

18 日
●俵山温泉祭り／俵山温泉／10時～

19 月

20 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●心の健康相談／長門健康福祉センター／13時～14時／要予約

21 水
●人権・行政相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時

22 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時　

23 金

24 土
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／９時～

25 日
●健康づくり歩け歩け大会／日置農村環境改善センター～千畳敷／９時～
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／９時～

26 月

27 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約

28 水
●ミニテニス教室（日置・油谷地区）／日置地域づくりセンター／20時～21時30分
●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時　●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時

29 木
「昭和の日」　●みすゞ少年少女合唱団第４回演奏会／ルネッサながと／14時～
●ミニテニス教室（長門・三隅地区）／ながと総合体育館アリーナ／20時～21時30分

30 金

作り方
①  鶏肉は厚みの部分に包丁を入れて開く。ラップを広げて鶏肉をはさむようにしてラッ
プの上からすりこぎで厚みが均一になるように叩き、長方形に整える。

② アスパラと人参は５mm角、10 ～15cmの棒状にし、固くゆでる。
③ ジャガイモは粉ふきいもにしてパセリをふり、トマトはくし型に切る。
④  ①に塩、コショウ、酒をふり、２の野菜（アスパラ・人参）を半分に分け、鶏肉を巻き、
ラップできっちり包み両端をキャンディ包みにし、同様にもう１本作る

⑤ 電子レンジで１本につき500wで５分程度加熱する。（100g につき２分程度）
⑥ ⑤が冷めたら、２cm幅に切る。
⑦ マヨネーズと粒マスタードを混ぜてソースをつくる。
⑧ ⑤③を一緒に盛り付け、⑦を添える。

食推おすすめ料理

材　料（４人分）

鶏肉の野菜巻き　ー 電子レンジでヘルシークッキング ー

長門市食生活改善推進協議会

ワンポイントアドバイス

中に巻く野菜は、はなっこりー、いんげんなどで季節感を。

鶏ムネ肉（皮なし） …２枚
アスパラ …６本
人参 …１本
ジャガイモ …２個

※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください

パセリ …少量
トマト …１個
塩 …小さじ１
酒 …大さじ１

コショウ …少量
ソース（ムータルドマヨネーズ） 
　マヨネーズ …大さじ２
　粒マスタード …小さじ 1/2
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長門市市民憲章
③ 夢 かたりあう、
             伸びゆくまちをつくります

　

３
月
19
日
（金）
、
今
年
の
３
月
末
で
廃

校
と
な
る
伊
上
小
学
校
で
最
後
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
男
子

4
人
の
卒
業
生
に
、
槇
田
健
校
長
か
ら

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
槇
田

校
長
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
り
か
け
、
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

秋
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、「
周
り
の
人

た
ち
の
暖
か
い
心
を
忘
れ
ず
、
伊
上
小

学
校
最
後
の
卒
業
生
と
い
う
誇
り
を
持

ち
、新
し
い
生
活
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
ま
し
た
。
４
人
の
卒
業
生
は

在
校
生
の
拍
手
に
送
ら
れ
て
、
思
い
出

多
き
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

伊
上
小
学
校
最
後
の
卒
業
式

今
、
旅
立
ち
の
と
き
！

長門市のDATA
〔平成22年 3月１日〕

人　口 39,942 人 ( -47)
　　男 18,347 人 ( -23)
　　女 21,595 人 ( -24)
世帯数 16,605 世帯 ( -  1)

( ) 内は先月比

〔2月分〕 出生 16 人 死亡 44 人
 転入 　46人 転出  65 人

　

先
月
は
閉
校
特
集
の
た
め
大
畑

小
、
伊
上
小
、
向
津
具
中
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。
閉
校
と
い
う
と
や
は

り
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
ん
な
雰
囲
気
は
み
じ
ん
も
な

く
、
ど
の
学
校
も
活
気
に
あ
ふ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ

い
に
私
た
ち
取
材
班
を
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
寂
し
さ
や
不

安
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
き
っ
と
楽

し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
巣

立
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
が

ん
ば
れ
、
み
ん
な
！
▼
春
で
す
！
就

職
や
進
学
な
ど
で
生
活
環
境
が
が

ら
っ
と
変
わ
り
、
と
ま
ど
う
こ
と
も

あ
り
が
ち
な
季
節
で
す
が
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
言

え
ま
す
。
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
…
。（
み
）

海
の
人
形 

　
　

金
子
み
す
ゞ

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

大
き
な
眞
珠
の
お
手
ま
り
や
、

貝
の
か
ず
か
ず
、
枝
珊
瑚
、

人
魚
の
む
す
め
は
飽
き
ま
し
た
。

陸を
か

の
子
供
の
も
つ
と
い
ふ
、

黒く
ろ

い
お
め
め
の
人
形
が
、

ほ
し
い
、
ほ
し
い
と
泣
き
ま
し
た
。

母
さ
ん
人
魚
は
い
と
し
さ
に
、

人
形
抱
い
た
兒こ

の
船
を
、

沈
め
て
そ
れ
を
奪と

り
ま
し
た
。

む
す
め
は
人
形
み
る
た
び
に
、

と
ほ
い
お
國
が
こ
ひ
し
く
て
、

と
う
と
う
海
を
捨
て
ま
し
た
。

海
の
人
形
は
や
は
ら
か
な
、

藻も

の
ゆ
り
か
ご
で
、
す
や
す
や
と
、

い
ま
も
、
お
夢
を
み
て
ゐ
ま
す
。

陸を
か

の
人
魚
は
、
ふ
る
さ
と
を
、

こ
ひ
し
、
こ
ひ
し
と
磯
で
な
く
、

磯
の
ち
ど
り
に
な
り
ま
し
た
。


